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要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
自
由
貿
易
は
輸
送
費
な
き
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
商
品
価
格
を
国
際
的
に
均
等
化
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
国
際
間
で
移
動
し
な
い
と
仮
定
さ
れ
た
労
働
や
資
本
な
ど
の
生
産
要
素
の
価
格
ま
で
も
国
際
的
に
均
等
化
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
も
し
要
素
価
格
均
等
化
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
で
の
こ
と
な
の
で
あ
る
か
。
ヘ
ク
シ
ャ
ー
1
1
オ
リ
ー
ン
〔
1
〕〔
2
〕
以
来
こ
の
問
題
ー
~
要
素
価
格
均
等
化
定
理
ー
ー
を
め
ぐ
っ
て
実
に
数
多
く
の
文
献
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま
た
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
き
令ヽ
ま
え
カ
あ
と
が
き
二
、
非
線
型
計
画
と
要
素
価
格
均
等
化
二
、
要
素
価
格
均
等
化
定
理
の
若
干
の
問
題
点
一
、
要
素
価
格
均
等
化
定
理
の
証
明
ま
ぇ
が
き
目
次
ー
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
か
ら
非
線
型
計
画
理
論
ヘ
ー
・
要
素
価
格
均
等
化
理
論
木
村
四
七
滋
314 
(
4
)
、
両
財
は
生
産
要
素
集
約
性
を
異
に
す
る
。
食
物
は
衣
服
に
比
べ
て
相
対
的
に
土
地
集
約
的
で
あ
り
、
衣
服
は
食
物
に
比
べ
て
相
対
的
に
労
働
集
約
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
意
味
は
、
あ
る
与
え
ら
れ
た
る
賃
金
・
地
代
比
率
の
も
と
で
の
労
働
・
土
地
の
最
適
投
入
比
率
は
食
物
生
産
に
お
け
る
よ
り
も
衣
服
生
産
に
お
い
て
ヨ
リ
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
5
)
、
生
産
要
素
の
質
は
両
国
で
同
質
で
あ
り
、
生
産
函
数
は
同
一
の
財
に
つ
い
て
は
両
国
で
同
じ
で
あ
る
。
(
6
)
、
生
産
要
素
の
国
際
移
動
ほ
全
く
行
わ
れ
な
い
が
、
財
の
国
際
移
動
は
完
全
に
自
由
で
あ
り
、
関
税
や
輸
送
費
は
存
在
し
な
い
。
完
全
競
争
が
行
わ
れ
て
い
て
二
財
の
市
場
価
格
比
率
は
両
国
で
均
等
化
す
る
。
(
3
)
、
限
界
生
産
力
逓
減
法
則
が
作
用
す
る
。
(
1
)
、
二
国
（
ア
メ
リ
カ
と
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
(
2
)
、
両
財
は
二
生
産
要
素
（
労
働
と
土
地
）
(constant r
e
t
u
r
n
s
 to 
scale) 
で
あ
る
3
す
な
わ
ち
生
産
函
数
は
一
次
同
次
で
あ
る
。
〔
仮
定
〕
要
素
価
格
均
等
化
定
理
の
証
明
の
適
用
を
考
察
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
。
こ
こ
で
わ
た
く
し
は
ま
ず
こ
の
理
論
へ
の
入
門
的
文
献
と
し
て
の
サ
ミ
ュ
ニ
ル
ソ
ン
〔
3
〕〔
4
〕
に
依
拠
し
つ
つ
要
素
価
格
均
等
化
定
理
の
証
明
を
解
説
し
、
そ
の
若
干
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
1
、
仮
定
と
定
理
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
の
み
が
存
在
し
、
両
国
は
二
財
（
食
物
と
衣
服
）
の
み
を
生
産
す
る
。
の
み
を
用
い
て
生
産
さ
れ
る
。
生
産
函
数
は
規
模
に
か
ん
し
て
収
益
不
変
つ
い
で
非
線
型
計
画
理
論
の
宇
沢
〔
5
〕
に
よ
る
こ
の
均
等
化
問
題
へ
四
八
315 
要
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化
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論
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木
村
）
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L
 o
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畔
↑
一
り
労
債
2
、
定
理
の
証
明
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Lf 
I 
0ー
食物 :l 地
第 1図
Tl 
アメリカの box-diagram
四
九
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
0
に
た
い
し
て
凸
で
あ
る
曲
線
の
族
は
食
物
の
等
生
食
物
生
産
に
使
用
さ
れ
な
い
両
生
産
要
素
の
量
は
す
べ
て
衣
服
生
産
に
使
用
し
、
左
方
垂
直
軸
は
0
よ
り
測
っ
て
食
物
生
産
に
使
用
さ
れ
た
労
働
の
量
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
地
と
労
働
の
賦
存
蓋
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
下
(
7
)、
両
国
に
お
い
て
両
財
共
が
両
生
産
要
素
を
用
い
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
両
国
は
そ
の
比
較
優
位
を
も
つ
財
の
生
産
に
特
化
す
「
以
上
の
仮
定
の
も
と
で
は
生
産
要
素
価
格
比
率
は
両
国
間
で
均
等
化
す
る
。
」
(
1
)
、
ポ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
(
b
o
x
,
d
i
a
g
r
a
m
)
以
下
で
は
労
働
・
土
地
賦
存
比
率
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
平
軸
O
T
(
あ
る
い
は
0
、L
)
と
垂
直
軸
O
L
(
あ
る
い
は
0
、T
)
~
そ
れ
方
水
平
軸
は
0
よ
り
測
っ
て
食
物
生
産
に
使
用
さ
れ
た
土
地
の
量
T
1
を
示
L
f
・
を
示
し
、
上
方
水
乎
軸
は
0
、
よ
り
測
っ
て
衣
服
生
産
に
使
用
さ
れ
た
土
地
の
量
T
"
を
示
し
、
り
柘
_
 
T
 
右
方
垂
直
軸
は
0
、
よ
り
測
っ
て
衣
服
生
産
に
使
用
さ
れ
た
労
働
の
量
L
e
を
示
し
て
い
る
。
完
全
麗
用
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
に
倣
っ
て
画
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
水
も
大
で
あ
る
と
す
る
。
第
1
図
は
ス
ト
ル
。
＾
1
1
1
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
〔
定
理
〕
る
傾
向
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
〔
6
〕
一
財
に
完
全
に
特
化
す
る
ま
で
に
は
到
ら
な
い
。
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(
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 c
o
n
t
r
a
c
t
 c
u
r
v
e
)
.
.
l
J
~
t
,
る
。
例
え
ぼ
R
点
と
C
点
を
比
べ
よ
。
一
定
の
食
物
生
産
の
も
と
で
（
両
点
は
同
じ
食
産
量
曲
線
(isoquant)
で、
0
、
に
た
い
し
て
凸
で
あ
る
曲
線
の
族
は
衣
服
の
等
生
産
量
曲
線
で
あ
る
。
こ
れ
ら
等
生
産
量
曲
線
が
そ
(
1
)
 
れ
ぞ
れ
の
原
点
に
た
い
し
て
凸
に
画
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
適
ボ
ジ
シ
ョ
ン
を
表
わ
す
諸
点
の
軌
跡
は
、
両
財
の
等
生
産
量
曲
線
の
接
点
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
う
る
こ
と
が
で
き
る
曲
線
物
等
生
産
量
曲
線
上
に
あ
る
）
衣
服
生
産
を
最
大
な
ら
し
め
る
の
は
R
点
で
は
な
く
て
C
点
で
あ
る
。
こ
の
契
約
曲
線
上
の
点
で
は
労
働
の
土
地
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
R
f
す
な
わ
ち
労
賃
・
地
代
比
率
が
両
財
生
産
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
曲
線
の
性
質
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
な
お
こ
の
生
産
契
約
曲
線
が
ポ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
の
右
下
隅
の
点
に
た
い
し
て
凸
と
な
っ
て
(
2
)
 
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
2
)
、
生
産
可
能
性
曲
線
(
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
possibility c
u
r
v
e
)
第
2
.
1
図
の
曲
線
A
Z
t!
ア
メ
リ
カ
の
、
a
z
 ~
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
産
可
能
性
曲
線
も
し
く
は
変
形
曲
線
(
t
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
c
u
r
v
e
)
で
あ
る
。
第
2
.
2
図
の
曲
線
ア
メ
リ
カ
の
ば
あ
い
を
例
に
と
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
労
働
と
土
地
の
賦
存
量
す
べ
て
を
食
物
生
産
に
ふ
り
向
け
た
な
ら
ば
0
A
量
の
食
物
が
生
産
さ
れ
、
ま
た
衣
服
生
産
に
ふ
り
向
け
た
な
ら
ば
O
N
量
の
衣
服
が
生
産
さ
れ
る
。
生
産
可
能
性
曲
線
上
の
点
は
、
例
え
ば
一
定
量
の
食
物
生
産
を
前
提
と
し
て
他
方
の
衣
服
の
最
大
量
の
得
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
曲
線
と
ポ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
と
の
関
係
は
、
例
え
ば
第
1
図
の
生
一ユ
1
産
契
約
曲
線
上
の
C
点
は
両
財
の
生
産
量
を
C
を
通
る
等
生
産
量
曲
線
の
指
数
で
表
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
指
数
に
対
応
し
て
両
財
の
生
産
量
を
示
す
の
が
第
2
.
1
図
の
C
点
で
あ
る
。
ま
た
生
産
可
能
性
曲
線
に
は
こ
の
ほ
か
つ
ぎ
の
よ
う
な
性
質
を
そ
な
え
て
い
る
。
(
i
)
、
生
産
可
能
性
曲
線
は
下
に
向
っ
て
凹
で
あ
る
。
第
2
.
1
図
で
、
両
生
産
要
素
を
全
部
用
い
た
食
物
生
産
量
0
A
か
ら
食
物
生
産
量
を
M
A
/
O
A
%
だ
け
減
少
さ
せ
る
た
め
に
両
生
産
要
素
を
共
に
M
A
/
O
A
%
づ
つ
食
物
生
産
か
ら
衣
服
生
産
に
移
し
た
と
仮
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
O
C
B
O、
で
あ
り
、
こ
れ
を
生
産
契
約
曲
線
五
0
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要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
と
は
食
物
の
衣
服
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
R
2
1
1
-
|
d
F
/
d
C
I
(
た
だ
し
F
は
食
物
生
産
、
(
~
1
1
)
、
ア
メ
リ
カ
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
産
可
能
性
曲
線
は
そ
の
形
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
財
の
生
産
函
数
は
そ
れ
ぞ
れ
両
地
域
で
同
じ
で
あ
る
が
、
労
働
•
土
地
賦
存
量
比
率
が
両
地
域
で
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
衣
服
は
労
働
集
約
的
で
あ
り
、
食
物
は
土
地
集
約
的
で
あ
る
の
で
、
土
地
が
労
働
に
比
べ
て
豊
富
に
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
の
生
産
可
能
性
曲
線
は
要
素
賦
存
最
比
率
が
逆
な
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
曲
線
の
全
体
を
通
じ
て
勾
配
は
ヨ
リ
緩
や
か
で
あ
る
。
ち
相
対
的
限
界
費
用
の
逓
増
を
意
味
し
て
い
る
。
アメリカ ヨーロッパ
；ミ＼“B
ニ y
M A 
食物
衣
服
゜
O' 
第 2.1図
I 
食物
第 2.2図
五
C
は
衣
服
生
産
を
あ
ら
わ
す
）
す
な
わ
わ
ち
全
生
産
要
素
を
用
い
て
生
産
し
う
る
衣
服
総
量
の
O
N
の
M
A
/
O
A
%
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
以
下
で
あ
る
こ
と
す
な
わ
ち
生
産
可
能
性
曲
線
が
下
に
向
っ
て
凸
で
あ
る
こ
と
は
規
模
に
か
ん
す
る
収
益
不
変
の
仮
定
に
反
す
る
か
ら
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
2
.
1
図
の
R
は
第
1
図
の
R
よ
り
直
線
oc
の
勾
配
へ
と
移
す
方
が
衣
服
を
ョ
リ
多
く
生
産
し
う
る
t
J
と
へ
と
上
方
に
移
る
。
る
。
か
く
し
て
生
産
可
能
性
曲
線
は
下
に
向
っ
て
凹
で
あ
り
、
M
C
 
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
第
2
.
1
図
の
C
は
第
1
図
の
C
に
対
応
し
て
い
し
た
が
っ
て
第
2
.
1
図
で
は
衣
服
生
産
は
M
R
よ
り
い
、
食
物
生
産
に
用
い
る
労
働
•
土
地
比
率
を
第
1
図
の
宜
線
O
R
の
勾
配
に
対
応
す
る
。
し
か
し
食
物
生
産
を
R
す
な
わ
ち
O
M
に
固
定
さ
せ
た
ば
あ
定
す
れ
ば
、
規
模
に
か
ん
す
る
収
益
不
変
の
仮
定
よ
り
衣
服
の
M
R
量
す
な
318 
F11F(Lf•Tf) 
物
と
衣
服
の
生
産
函
数
は
C
1
1
C
(
L
c
,
 
T
"） 
接
線
a
a、
と
芸
P
、
の
勾
配
は
第
2
.
1
図
の
C
点
と
第
2
.
2
図
の
C
点
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
開
始
前
の
均
衡
点
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
両
国
の
消
費
無
差
別
曲
線
は
そ
れ
ぞ
れ
C
点
と
C
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
に
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
食
物
価
格
・
衣
服
価
格
比
率
を
示
し
て
い
る
。
貿
易
開
始
後
両
財
に
た
い
す
る
両
国
の
相
互
需
要
が
国
際
価
格
比
率
を
決
定
し
、
そ
れ
を
r
r
、
の
勾
配
と
す
れ
ば
、
貿
易
開
始
後
の
両
国
の
両
財
の
最
適
生
産
量
は
両
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
が
r
r
、
線
に
接
す
る
点
B
と
b
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
座
標
で
あ
る
。(3
)
 
(
8
)
、
価
格
比
率
と
要
素
投
入
比
率
の
一
義
的
関
係
土
地
を
そ
れ
ぞ
れ
Lt,
F
1
1
F
(
L
1
,
 
食
物
の
価
格
を
P
i
衣
服
の
価
格
を
P
"
食
物
生
産
に
投
入
さ
れ
た
労
働
と
T
t
衣
服
生
産
に
投
入
さ
れ
た
労
働
と
土
地
を
そ
れ
ぞ
れ
L
S
生
産
函
数
の
一
次
同
次
性
よ
り
T
1
)
1
1
T
t
!
(
索
）
ら
11C(Lc,
T
c
)
1
1
T
も（未）
食
物
生
産
に
お
け
る
労
働
の
限
界
物
理
的
生
産
力
は
0
[
T
t
!
(
索
)
]
0
（索）
(
1
)
専
IIIt-
．ー図汀
1
塁
（
索
）
守
If、（索）
0
(
T
t
 
食
物
生
産
に
お
け
る
土
地
の
限
界
物
理
的
生
産
力
は
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
T
"
と
す
れ
ば
、
P
i
/
P
c
C
 L
t
!
T
t
,
 
L
e
/
T
c
 
と
の
間
に
は
一
義
的
な
関
係
が
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
証
明
さ
れ
る
。
食
物
生
産
量
を
F
、
衣
服
生
産
量
を
C
と
す
れ
ば
、
食
五
6-c 
(2)
晃
＝
f（
格
）
—
格
f'（怜）＝
g（号）
3
恨
竺
F
=
F
(
L
1
,
T
t
)
以
ヤ
ヽ
入
△
Q
製
WJ')(<l~~\..I
F
=
L
 a
F
.
,
.
.
 
a
F
.
.
 _,,,.....,...,./L, ¥
.
.
 ---,.D
~
 
a
F
 
冗
＋
T
責
7
A心
F
=
Tガ
（
号
）
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廿
華
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＝
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L
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,
T,), 
C
=
C
(
L
c
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!
:'-
8
F
 
O
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o
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d
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L
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c 
O
L
1
 
8
T
1
 
8Le 
8Te 
胆
測
報
以
共
全
心
献
蘇
Q
座
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起
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抽
⇒
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撼
-
区
サ
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都
心
み
や
~
I
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d
L
t
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一
d
T
t
 
d
T
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ギ
共
合
Aゞ
d
C
 
a
F
 
a
c
 
a
F
 
d
F
 
a
c
 
a
F
 
a
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互
．
而
―
冗
．
叩
＝
面
・
冗
―
元
・
瓦
叩
砂
—
祝
＝
見
／
昂
—
牝
＝
記
／
禿
四
知
砂
舵
•
見
＝
親
•
記
d
C
 
d
T
C
 
8
C
1
 8F
 
:
.
詞
＝
面
・
エ
叩
,. 
d
T
c
 
~J ~J t1
ー
＝
ー
1
Al rt
俎
⇒
心
心
Q
や
d
T
I
 
(5)
巧
d
C
o
c
1
8
F
o
c
1
 8F
 
古
＝
―
面
豆
＝
加
工
＝
冗
丙
献
條
垣
痴
罪
紬
母
則
縄
（
共
記
）
ば
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p
f予
1
1
P
c
¼
,
(1)|(5、
)
片
b
(
P
1
/
P
c
)
f、
(
L
t
/
T
1
)
|
c、
(
L
e
/
T
c
)
1
1
0
(
6
1
 
L
P
,
/
P
,
)
[
/
(
L
,
/
T
,
l
！
零
f
、
(
L
,
/
T
,
l
l
-
[
c
(
L
o
/
1
予
肴
c、(
k
/
L
)
J
1
1
0
P
t
/
P
c
が
国
際
需
要
条
件
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
、
二
つ
の
未
知
数
L
1
/
T
1
,
L
e
/
T
c
に
た
い
し
て
二
つ
の
方
程
式
が
存
在
す
る
(
4
)
 
の
で
解
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
解
が
一
意
で
あ
る
こ
と
は
、
陰
函
数
の
定
理
を
適
用
し
て
旧
f
‘、—
C、
A
1
1
P
c
1
1
幸
ミ
云
了
言
_f.It、
Ir
、
T
c
 
f
 
P
c
 
T
t
 
収
穫
逓
減
（
限
界
生
産
力
逓
減
）
法
則
よ
り
f
、
A
0
`
C
、
A
0
で
あ
る
か
ら
L
c
!
T
c
.
l
.
;
=
L
‘
f
‘
T
f
で
あ
る
か
ぎ
り
A
北
0
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
最
適
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
は
常
に
L
c
!
T
c
>
 Lt
 I
T
 f
で
あ
る
か
ら
A
+
0
が
た
し
か
め
ら
れ
し
た
が
っ
て
解
は
一
意
的
で
あ
る
。
か
く
し
て
P
f
/
P
c
と
L
c
/
T
c, 
L
 r/
T
 f
の
間
に
は
一
義
的
な
関
係
が
存
在
す
る
。
(
4
)
、
以
上
の
叙
述
を
整
理
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
要
素
価
格
均
等
化
命
題
の
証
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1
図
の
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
は
ア
メ
リ
カ
の
ば
あ
い
を
画
い
て
い
る
が
、
両
財
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
生
産
函
数
は
両
国
同
じ
で
あ
る
の
で
等
生
産
量
曲
線
の
族
は
両
国
同
じ
で
あ
り
、
異
な
る
の
は
要
素
賦
存
比
率
の
み
で
あ
る
。
両
国
の
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
よ
り
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
可
能
性
曲
線
が
画
か
れ
、
国
際
需
要
条
件
よ
り
両
国
共
通
の
価
格
比
率
す
な
わ
ち
r
r
、
直
線
の
勾
配
が
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
一
義
的
に
要
素
投
入
量
比
率
L
e
/
T
c
,
(
5
、)
笑
C
8
T
c
 
=
P
c
 
2
F
 
8
T
1
 
P
1
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
L
t
/
T
1
が
決
定
さ
れ
る
3
生
産
函
数
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
比
率
は
五
四
321 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
W/R W/R 
説
明
を
し
て
い
る
。
F
 
c
 
Pf /Pc 
L
 。
0 M'M  
C 
L/T 
M" 
第 3
 
図
五
五
比
率
す
な
わ
ち
労
働
•
土
地
投
入
比
率
に
依
存
し
て
お
り
、
か
つ
両
財
の
生
産
す
な
わ
ち
労
働
の
土
地
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
は
使
用
さ
れ
た
生
産
要
素
の
両
国
で
共
通
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
再
び
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
戻
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
L
e
/
T
c
,
L
1
/
T
1
よ
り
（
例
え
ば
貿
易
開
始
後
第
2
.
1
図
B
点
に
対
応
す
る
点
と
し
て
第
1
図
B
点）
B
点
に
お
け
る
労
働
•
土
地
代
替
率
す
な
わ
ち
賃
金
・
地
代
比
率
が
決
定
さ
れ
る
。
等
生
産
量
曲
線
の
族
が
両
国
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
賃
金
・
地
代
比
率
は
両
国
で
同
じ
で
あ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
〔
3
〕〔
4
〕
は
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
用
い
ず
に
第
3
図
を
用
い
て
こ
の
図
で
は
右
図
〇
よ
り
右
へ
横
軸
に
生
産
に
使
用
さ
れ
た
労
働
・
土
地
比
率
L
こ
T
(
L
は
労
働
T
は
土
地
を
示
す
）
が
測
ら
れ
、
左
図
0
よ
り
左
へ
横
軸
に
財
の
価
格
比
率
P
t
/
P
c
(
P
1
は
食
物
の
価
格
P
c
は
衣
服
の
価
格
を
示
す
）
が
測
ら
を
示
す
）
が
測
ら
れ
る
。
賃
金
・
地
代
比
率
は
労
働
の
土
地
に
た
い
す
る
限
界
d
T
 
代
替
率
R
I
1
1
ー
に
等
し
く
、
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
註
(
1
)
で
示
し
た
よ
d
L
 
う
に
労
働
の
限
界
物
理
的
生
産
力
と
土
地
の
限
界
物
理
的
生
産
力
の
比
に
等
し
い
。
さ
て
こ
の
図
は
生
産
の
規
模
に
か
ん
し
て
は
無
関
係
に
か
つ
両
国
に
た
い
し
て
共
通
に
利
用
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
前
者
は
生
産
函
数
の
一
次
同
次
性
の
た
め
で
あ
り
後
者
は
各
財
の
生
産
函
数
は
両
国
同
じ
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
た
め
で
あ
る
。
食
物
生
産
に
お
い
て
も
衣
服
生
産
に
お
い
て
も
賃
金
・
地
代
比
率
函
数
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
両
生
産
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
れ
、
両
図
い
ず
れ
も
縦
軸
に
賃
金
・
地
代
比
率
w
'
/
R
(
W
は
賃
金
R
は
地
代
(
5
)
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
図
示
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L
 
T
f
 
L
f
 
T
c
 
Le 
ー
1
1
|
．
|
t
|
．
|
T
 
T
 
T
f
 
T
 
Tc 
O
M
=
 
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
て
両
国
の
―
つ
で
労
働
•
土
地
賦
存
比
率
が
O
M
で
あ
る
と
す
る
と
、
O
M
よ
り
も
大
な
る
労
働
•
土
地
比
率
が
労
働
集
約
的
C
C
両
曲
線
は
右
下
り
と
な
る
。
Le 
C
T
 
C
、
(T[)|lri)
pl1
:(lri)
ー冬一
T
c
T
c
 
食
物
生
産
に
お
け
る
賃
金
・
地
代
比
率
は
(
5
)
 
る
の
で
異
な
っ
た
形
の
二
つ
の
曲
線
F
F
(
食
物
生
産
）
c
c
(
衣
服
生
産
）
が
画
か
れ
る
。
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
L
、
匝
1
じ
月
1
平
L
)
F
T
 
g(k) 
T
t
 
T
t
 
衣
服
生
産
に
お
け
る
賃
金
・
地
代
比
率
は
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
収
穫
逓
減
法
則
を
仮
定
す
る
こ
と
よ
り
両
要
素
の
限
界
代
替
率
は
逓
減
す
る
の
で
F
F
,
な
産
業
で
あ
る
衣
服
生
産
に
O
M
よ
り
も
小
な
る
労
働
・
土
地
比
率
が
土
地
集
約
的
な
産
業
で
あ
る
食
物
生
産
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
与
え
ら
れ
た
賃
金
・
地
代
比
率
Q
と
同
じ
水
乎
線
上
に
あ
る
F
F
と
C
C
曲
線
上
の
点
お
よ
び
そ
れ
ら
の
点
と
同
じ
垂
直
線
上
の
水
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
こ
の
こ
と
は
(
1
)ー
(4)
式
よ
り
す
ぐ
に
み
ら
五
六
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要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
五
七
平
軸
上
の
点
に
X
印
を
附
す
る
。
Q
が
Z
；
ま
で
下
落
す
る
と
食
物
の
み
が
生
産
さ
れ
、
賦
存
量
比
率
O
M
に
等
し
く
、
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
衣
服
生
産
は
上
昇
し
食
物
生
産
は
減
少
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
2
.
1
図
（
あ
る
い
は
第
-
2
.
2
図）
a)
よ
り
Z
リ
垂
直
な
形
に
近
く
な
る
。
一
対
の
X
は
M
と
M
、
に
移
る
。
Q
が
Z
、
ま
で
の
ぽ
る
と
衣
服
の
み
が
生
産
さ
れ
、
そ
の
使
用
さ
れ
へ
と
動
き
、
で
A
た
い
す
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
）
な
ら
ば
M
し
た
が
っ
て
M
、と
M‘
、
は
右
方
に
N
、と
Z‘
、
は
下
方
に
動
き
、
生
産
可
能
性
曲
線
は
ヨ
輸
送
費
が
存
在
せ
ず
不
完
全
特
化
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
共
通
な
国
際
価
格
比
率
は
両
国
に
お
け
る
生
産
可
能
性
曲
線
の
勾
配
に
翌
言
喜
ー
（
涛
胃
塁
腐
9
1
1
（
済
胃
塁
儡
9
1
1
渫
2
.
l
~
B誓
滞
詈
音
沖
蔀
〇
茸
苓
ー
沖
翠
8
涸
湘
併
蹄
濤
7
、
)
辻
汁
蔀
〇
雨
準
舟
蹄
濤
Il
ー
l
l
y
、“
つ
ぎ
に
、
両
産
業
に
お
け
る
要
素
の
限
界
代
替
率
が
等
し
い
か
ぎ
り
、
生
産
可
能
性
曲
線
上
の
点
の
接
線
の
勾
配
は
に
等
し
し
卦～
n恰
H
が
速
塞
〇
翠
準
併
岡
辻
卦
百
約
キ
が
廿
造
8
翠
準
舟
碗
n
、°
＂ 
沖
替
百
約
H
が
凜
塞
a涸
準
舟
碗
辻
沖
意
～
n
苛
H
が
仕
逹
a涸
準
舟
蹄
n
（
証
明
は
⑤
式
を
み
よ
）
も
し
も
価
格
比
率
が
両
国
で
等
し
い
な
ら
ば
、
こ
れ
は
た
だ
要
素
価
格
比
率
が
等
し
く
そ
し
て
ま
た
そ
の
ゆ
え
に
同
じ
要
素
比
率
。
ハ
ク
ー
ン
が
現
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
の
み
結
果
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
し
両
国
の
要
素
価
格
比
率
が
異
な
っ
て
い
る
ば
あ
い
、
例
え
ば
第
3
図
で
一
国
は
Q
で
他
国
は
Q
よ
り
上
方
で
あ
れ
ば
、
両
国
の
使
用
す
る
要
素
比
率
は
異
な
り
、
そ
の
た
め
要
8
際
迭
官
1渫
2
.
2
図
b
盗
で
9
滞
謡
8
0
注
閉
0
溶
淫
奎
等
し
い
。
か
く
し
て
、
（
あ
る
い
は
z)
P
J
/
P
c
は
低
下
す
る
。
も
し
労
働
•
土
地
賦
存
比
率
が
ョ
リ
大
で
あ
る
（
ア
メ
リ
カ
に
（
あ
る
い
は
た
労
働
•
土
地
比
率
は
や
は
り
O
M
に
等
し
く
、
一
対
の
X
は
M
、
と
M
に
移
る
。
つ
ま
り
要
素
価
格
比
率
が
Z
、
か
ら
Z‘
へ
と
そ
の
使
用
さ
れ
た
労
働
・
土
地
比
率
は
要
素
324 
ー
素
代
替
率
1
労
働
の
限
界
生
産
力
対
土
地
の
限
界
生
産
力
比
率
が
両
国
で
異
な
り
、
最
終
的
に
は
生
産
可
能
性
曲
線
上
の
異
な
れ
る
価
格
あ
る
い
は
限
界
費
用
接
線
の
勾
配
が
結
果
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
推
論
を
逆
に
行
え
ば
財
の
価
格
比
率
の
均
等
は
要
素
価
格
通
常
、
こ
の
こ
と
は
仮
定
(
3
)
の
限
界
生
産
力
逓
減
法
則
か
ら
生
産
要
素
間
の
限
界
代
替
率
孤
減
法
則
を
尊
出
し
た
結
果
で
あ
る
。
食
物
生
産
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
食
物
の
生
産
量
を
F
土
地
を
T
労
働
を
L
と
す
れ
ば
、
食
物
の
生
産
函
数
は
F
1
1
F
(
T
`
L
)
 
限
界
生
産
力
逓
減
と
は
F
の
T
お
よ
び
L
に
か
ん
す
る
第
二
次
侃
琳
函
数
が
負
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
F
T
T
A
0
,
 
F
L
L
A
0
.
 
労
働
の
土
地
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
を
R
[
と
す
れ
ば
、
F
1
1
F
(
T
.
L
)
1
1
c
o
n
s
t
.
d
F
1
1
F
T
d
T
+
F
L
d
L
I
I
O
よ
り
ー
ー
4
I
I
I
ド
F
d
L
F
T
 
R
}ー
F
L
d
F
L
d
F
T
 
良
d
丁
|
F
~
目
—
F
L
且
F
T
)
1
1
 
d
L
為
I 
d
L
 
F
L
(
T
•
L
)
と
F
T
(
T
.
L
)をL
で
微
分
す
る
と
岨
1
疇
＋
苓
苧
F
L
Lー
F
L
T
[
逹
1
碍
＋
嗜
翠
I
I
F目
ー
F
T
T
布
d
面
）
年
年
2
F
T
F
L
F
苔
＋
尋
月
F
3
 
d
L
 
F
T
V
o
.
F
L
>
人
）•
F
T
T
A
0
、
F
L
L
A
0
よ
り
F
L
T
N
oな
ら
ば
右
の
式
は
負
と
な
る
に
充
分
で
あ
る
。
比
率
の
均
等
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
F
L
T
~
と
考
え
て
差
支
五
八
325 
要
素
価
格
均
等
化
定
理
は
既
述
の
諸
仮
定
の
も
と
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
形
式
的
理
論
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
定
理
の
検
討
は
そ
の
内
在
的
論
理
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
諸
仮
定
の
現
実
妥
当
性
あ
る
い
は
そ
の
諸
仮
定
の
中
の
ど
れ
か
を
緩
和
し
た
ば
あ
い
に
こ
の
定
理
が
ど
の
よ
う
な
運
命
を
辿
る
か
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
こ
の
線
に
沿
っ
て
こ
の
定
理
の
以
下
の
若
干
の
問
題
点
を
考
察
す
る
。
5
 
4 3 2
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
要
素
価
格
均
等
化
定
理
の
若
干
の
問
題
点
五
九
え
な
い
か
ら
限
界
代
替
率
逓
減
を
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
定
(
4
)
に
よ
り
食
物
生
産
は
土
地
集
約
的
、
衣
服
生
産
は
労
働
集
約
的
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
第
1
図
C
点
で
は
労
働
・
土
地
比
率
は
食
物
生
産
よ
り
も
衣
服
生
産
に
お
い
て
ヨ
リ
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
O
T
軸
よ
り
み
た
o
c
直
線
の
勾
配
の
絶
対
値
は
O
L
軸
を
下
方
に
し
て
み
た
0
、C
直
線
の
勾
配
の
絶
対
値
よ
り
も
小
さ
い
。
こ
の
こ
と
は
生
産
契
約
曲
線
上
の
い
か
な
る
点
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
生
産
契
約
曲
線
は
つ
ね
に
0
0、
腹
線
よ
り
も
右
方
に
位
置
す
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ソ
〔
2
〕
P
P
.
1
8
9
,
|
1
9
1
に
よ
る
。
た
だ
し
固
式
の
導
出
は
わ
た
く
し
の
見
解
。
陰
函
数
の
定
理
「
W
1
(Y1, 
Y
2
)
,
 
w
2
 (Y1, 
Y
2
)
が
連
続
で
し
か
も
連
続
な
偏
導
函
数
を
有
し
、
者
1
0
W
1
|
|
-
g
(
Y
i
.
 
Y
2
)
1
1
0
 
北
0
な
ら
ば
、
さ
)
1
iYY2 
言
0
苔
g
(
Y
i
,
Y
2
1
1
0
 
S
)
1
0
y
]
 
を
満
足
す
る
唯
一
組
の
解
(Y1°,
Y
2
。
）
を
有
す
る
。
」
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
か
ら
第
3
図
を
画
く
に
は
、
生
産
契
約
曲
線
上
の
点
、
例
え
ば
C
点
で
接
す
る
両
財
の
等
生
産
量
曲
線
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
を
第
3
図
の
W
,
A～
軸
の
座
標
に
と
る
。
そ
し
て
、
o
c
直
線
の
勾
配
の
絶
対
値
を
W
/
R
軸
の
座
標
と
す
れ
ば
F
F
曲
線
が
、
他
方
0
、C
直
線
の
勾
配
の
絶
対
値
を
W
/
R
軸
の
座
標
と
す
れ
ば
C
C
直
線
が
画
か
れ
る
。
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(
1
)
、
集
約
性
逆
転
ケ
ー
ス
(
2
)
、
輸
送
費
や
関
税
の
存
在
な
お
生
産
函
数
が
必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
し
な
い
ば
あ
い
に
つ
い
て
は
次
節
参
照
。
1
、
集
約
性
逆
転
ケ
ー
ス
前
節
の
仮
定
(
4
)
で
は
食
物
が
土
地
集
約
的
で
衣
服
が
労
働
集
約
的
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
集
約
性
が
逆
転
し
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
集
約
性
が
逆
転
す
る
ば
あ
い
ど
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
る
か
を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
図
示
に
よ
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。
前
節
の
土
地
L
を
資
本
K
に
お
き
か
え
て
、
前
節
の
仮
定
は
(
4
)
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
妥
当
す
る
も
の
と
す
る
。
集
約
性
が
逆
転
し
な
い
ケ
ー
ス
は
前
節
第
3
図
を
書
き
直
し
て
第
4
図
に
示
さ
れ
る
。
い
か
な
る
要
素
相
対
価
格
の
も
と
で
も
食
物
は
つ
ね
に
資
本
集
約
財
で
衣
服
は
つ
ね
に
労
働
集
約
財
で
あ
る
か
ら
F
F
曲
線
は
C
C
曲
線
よ
り
上
方
に
あ
り
か
つ
交
わ
ら
な
い
。
集
約
性
が
逆
転
す
る
ケ
ー
ス
は
第
5
図
に
示
さ
れ
る
。
要
素
相
対
価
格
W
/
R
(
こ
こ
で
W
は
賃
金
R
は
資
本
の
価
格
を
示
す
）
が
上
昇
す
る
と
、
は
じ
め
労
働
集
約
財
で
あ
っ
た
衣
服
が
資
本
集
約
財
に
、
は
じ
め
資
本
集
約
財
で
あ
っ
た
食
物
が
労
働
集
約
財
に
転
化
す
る
ケ
ー
ス
で
、
こ
れ
は
は
じ
め
労
働
集
約
財
で
あ
っ
た
も
の
が
は
じ
め
資
本
集
約
財
で
あ
っ
た
も
の
よ
り
も
労
働
の
代
り
に
資
本
を
代
替
さ
せ
る
こ
と
が
ヨ
リ
容
易
で
あ
る
た
め
二
財
の
資
本
集
約
性
の
差
が
だ
ん
だ
ん
縮
ま
り
つ
い
に
資
本
集
約
性
が
逆
転
す
る
た
め
で
、
こ
の
逆
転
は
一
回
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
は
じ
め
労
働
集
約
財
で
あ
っ
た
財
の
相
対
価
格
P
c
/
P
r
~
W
`
A
R
が
上
昇
す
る
と
労
働
集
約
財
の
生
産
費
は
資
本
集
約
財
の
生
産
費
よ
り
も
上
昇
す
る
か
ら
、
W
/
R
の
上
昇
と
共
に
上
昇
し
、
逆
転
す
る
と
下
降
に
転
じ
、
さ
ら
に
逆
転
す
る
と
上
昇
に
転
じ
る
。
か
く
し
て
一
つ
の
商
品
生
産
費
比
率
p
"
/
P
r
に
対
応
し
て
複
数
の
要
素
価
格
比
率
が
生
じ
る
。
(
3
)
、
完
全
特
化
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
六
〇
〔
7
〕
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(
i
)
 要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
集
約
性
が
逆
転
し
な
い
ケ
ー
ス
。
両
国
の
要
素
賦
存
比
率
m
と
ミ
が
余
り
離
れ
て
い
な
い
の
で
F
F
曲
線
と
C
C
曲
線
が
価
格
比
率
を
S
e
と
す
る
。
さ
ら
に
不
完
全
特
化
を
仮
定
す
る
。
価
格
比
率
を
I
国
は
t
I
J
I
国
は
tI(t-‘5t-‘
、
)
と
し
、
財
生
産
費
比
率
を
I
国
は
S
I
T
I
国
は
S
「
と
し
、
貿
易
開
始
後
の
財
の
国
際
K/L K/ L 
rt:；/rwc/Ro 
S2―-¥／¥ 
国
際
貿
易
が
導
入
さ
れ
た
ば
あ
い
ど
う
な
る
か
。
第
6
図
で
要
素
賦
存
比
率
を
I
国
は
r
I
I
I
国
は
rI(rI
、"
r
-
、
）
と
し
、
封
鎖
経
済
状
態
の
均
衡
要
素
F/／-： 
c/ 
W/R 
Pc/ Pf Pc/Pf 
＼ 
第 5
 
図
さ
て
第
5
図
で
、
一
国
の
要
素
賦
存
量
が
し
た
が
っ
て
要
素
賦
存
比
率
ミ
が
与
え
ら
れ
る
と
要
素
価
格
比
率
と
生
産
費
比
率
の
変
動
範
囲
が
限
定
さ
れ
生
産
に
投
入
さ
れ
る
と
W
/
R
は
t
2
で
P
c
!
P
t
は
S
2
と
な
る
。
W
ら
R
が
t
1
か
ら
t
2
へ
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
食
物
生
産
の
資
本
・
労
働
比
率
K
/
L
は
1
、I
か
ら
rfo
へ
、
衣
服
生
産
の
そ
れ
は
さ
。
か
ら
rI
へ
と
上
昇
す
る
。
要
素
価
は
閉
区
間
[
S
1
,
S
2
]
で
｀
実
際
に
ど
こ
で
決
ま
る
か
は
需
要
条
件
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
か
り
に
均
衡
財
価
格
比
率
が
S
1
で
決
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
要
素
価
格
比
率
は
竺
で
、
食
物
生
産
の
要
素
投
入
比
率
は
r1
で
衣
服
生
産
の
要
素
投
入
比
率
は
r2
と
な
る
。
格
比
率
の
変
動
範
囲
は
閉
区
間
[
t
1
,
t
2
]
で
、
財
生
産
費
比
率
の
変
動
範
囲
第 4
 
図
は
t
1
で、
生
産
費
比
率
P
c
!
P
t
は
S
1
で
あ
り
、
す
べ
て
の
資
源
が
衣
服
る
。
す
べ
て
の
資
源
が
食
物
生
産
に
投
入
さ
れ
る
と
要
素
相
対
価
格
W
,
/
R
328 
範
囲
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
第
2
.
1
図
で
zと
A
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
の
間
に
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
第
2
.
2
図
で
z
と
a
の
接
3
、
完
全
特
化
K / L 
:l―----------------―, : 
r,’--------- ―そプ：
I'I'  
’’’’ I''  ＇ I I ァ：： i： 
"'"  • I ,' I I I 
I' I' 1, I I I I : WIR 
t,jt~:t, te': It,'.t,•1 :te' 
1』' II 、
阻茎~-----1~:
I 
る
。
（
口
）
偶
数
回
の
ば
あ
い
。
rl
と
rI
、
こ
の
ば
あ
い
も
I
国
は
t
e
I
l
国
は
t[、
と
要
素
価
格
比
率
を
異
に
す
る
。
2
、
輸
送
費
や
関
税
の
存
在
輸
送
費
や
関
税
な
ど
の
貿
易
障
壁
が
存
在
し
て
い
る
ば
あ
い
商
品
価
格
の
国
際
均
等
化
を
妨
げ
、
そ
れ
だ
け
ま
た
要
素
価
格
の
均
等
化
を
阻
害
す
る
こ
と
論
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
完
全
特
化
で
両
国
が
両
財
共
を
生
産
し
て
い
る
ば
あ
い
国
際
価
格
比
率
は
両
国
内
の
国
内
相
対
限
界
費
用
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち
両
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
に
接
す
る
共
通
の
接
線
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
不
完
全
特
化
た
り
う
る
価
格
比
率
の
線
の
勾
配
の
絶
対
値
の
間
に
あ
る
。
両
国
が
同
一
の
要
素
賦
存
比
率
を
も
つ
の
で
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
ら
の
範
囲
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
A
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
が
z
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
よ
り
も
大
き
い
か
ぎ
り
こ
れ
ら
の
範
囲
の
重
複
が
存
在
す
る
。
本
集
約
財
で
各
国
輸
出
品
の
輸
出
国
内
の
要
素
集
約
性
は
同
種
の
も
の
で
あ
゜
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
Pc/ Pf 
I
国
は
S
I
l
国
は
te
、
と
い
う
両
国
相
異
な
れ
第 6
 
図
服
を
輸
出
し
国
際
価
格
比
率
S
o
に
達
す
る
。
生
産
費
比
率
と
要
素
価
格
比
(
1
)
 
率
は
一
対
一
に
対
応
し
て
お
り
要
素
価
格
比
率
は
両
国
均
等
化
さ
れ
る
。
離
れ
て
い
て
そ
の
間
に
一
回
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
逆
転
を
は
さ
ん
で
い
る
ば
あ
い
で
、
そ
の
逆
転
が
（
イ
）
奇
数
回
の
ば
あ
い
。
rI
と
r_
、
同
じ
国
際
価
格
比
率
S
e
に
対
し
て
、
る
要
素
価
格
比
率
を
も
つ
。
こ
の
ば
あ
い
一
国
の
労
働
集
約
財
は
他
国
の
資
（社）
集
約
性
が
逆
転
す
る
ケ
ー
ス
。
両
国
の
要
素
賦
存
比
率
が
著
し
く
交
る
点
よ
り
共
に
下
に
あ
る
ば
あ
い
で
、
I
国
は
食
物
を
輸
出
し
I
国
は
衣
J ー・
ノ‘
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わ
す
。
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
m
次
ベ
ク
ト
ル
y11(Yi,
…
9
y
m
)
で
示
さ
れ
る
。
-』.,、
こ
こ
で
y
j
は
活
動
1
(
j
1
1
1
•
…
3
m
)
の
水
準
を
表
い
る
あ
る
一
国
を
考
え
る
。
(
1
)
、
一
国
模
型
ーヽ
し
か
し
両
国
の
要
素
賦
存
比
率
が
著
し
く
離
れ
て
い
て
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
が
過
度
に
土
地
過
剰
で
ョ
ー
ロ
ッ
パ
が
過
度
に
労
働
過
剰
で
あ
っ
て
、
生
産
可
能
性
曲
線
は
ア
メ
リ
カ
で
ヨ
リ
平
た
＜
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
ヨ
リ
急
勾
配
を
も
ち
、
A
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
が
Z
の
接
線
の
勾
配
の
絶
対
値
よ
り
も
小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
も
は
や
両
生
産
可
能
性
曲
線
上
で
そ
の
接
線
の
勾
配
の
等
し
い
点
は
見
出
さ
れ
ず
完
全
特
化
に
み
ち
び
き
、
両
国
は
互
に
異
な
っ
た
要
素
比
率
で
生
産
を
行
い
、
要
素
価
格
比
率
は
均
等
化
さ
れ
な
い
。
集
約
性
が
逆
転
し
な
い
ケ
ー
ス
は
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
ば
あ
い
と
、
第
4
図
の
よ
う
な
ば
あ
い
と
あ
る
。
こ
で
は
こ
の
宇
沢
の
論
文
の
主
要
な
部
分
を
紹
介
し
、
ー
一
般
均
衡
模
型
動
水
準
(activity
level) 
準
を
規
定
し
て
お
り
、
要
素
価
格
均
等
化
理
論
に
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
〔
8
〕
の
非
線
型
計
画
理
論
を
適
用
し
た
文
献
と
し
て
宇
沢
〔
5
〕
が
あ
る
。
こ
わ
た
く
し
な
り
の
理
解
に
よ
っ
て
多
少
共
解
説
を
試
み
る
。
n
種
の
財
（
消
費
財
）
が
r
種
の
生
産
要
素
を
用
い
て
生
産
さ
れ
、
そ
の
国
の
選
好
(preference)
に
し
た
が
っ
て
消
費
さ
れ
て
消
費
財
は
i111̀
…
9
n
に
よ
っ
て
生
産
要
素
は
k
=
l
,
…
》
r
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
3
非
線
型
計
画
と
要
素
価
格
均
等
化
そ
の
経
済
の
活
は
そ
の
経
済
の
種
々
な
諸
企
業
が
用
い
た
諸
工
程
(techniques)
と
こ
れ
ら
工
程
が
操
業
さ
れ
る
水
こ
の
経
済
が
利
用
し
う
る
技
術
的
可
能
性
は
一
対
の
函
数
す
な
わ
ち
産
出
函
数
f
(
y
)
1
1
(
f
i
(
y
)
,
・・, 
f
n
(
Y
)
)
と
投
入
函
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(4) 
文
y
9
w
)
1
1
P
.
f
(
y
)
+
w
.
[
0ー
g
(
y
)
]
(
a
)
|（
C
)
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
活
動
水
準
y
は
(5̀
(
C
)
、
g
(
y
)
は
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
[
8
,
 
P.483] 
つ
ぎ
の
仮
定
を
つ
け
く
わ
え
る
。
"gr(y)
)̀
011(01•
…
`0r) 
で
あ
る
。
を
最
大
な
ら
し
め
る
活
動
水
準
y
を
要
求
す
る
。
こ
こ
で
p
1
1
(
P
i
,
・
・, 
Pn>. 
I
 (y
)
1
1
(
/
i
{
y
)
,
 ••• 
f`
n
(
Y
)
)
,
 
g
(
y
)
1
1
(
g
1
 (y)' 
(3) 
p
.
f
(
y
)
I
I
M
i
[
1
P
;
f
;
(
y
)
 
の
制
約
条
件
の
も
と
で
(
1
)
 
は
y
肘
~
0
技
術
(
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
)
(1) 
件
が
み
た
さ
れ
る
。
(2) 
数
g
(
y
)
1
1
(
g
i
(
y
)
｀
…
＂
や
(y)）
(
2
)
 
の
制
約
を
み
た
し
て
い
る
。
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
活
動
水
準
y
は
財
・t
を
f
;
(
y
)
量
(
i
1
1
1
•
…
9
n
)生
産
し
、
生
産
要
素
k
を
g
k
(y)
量
(K111,
・
・, 
r)
投
入
し
て
い
る
。
は
規
模
に
つ
い
て
収
益
不
変
と
限
界
変
形
率
非
逓
増
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
(
a
)
、
Ji
(y)'
…
9
f
n
(
y
)
 
は
凹
で
一
次
同
次
で
y
肘
0
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
で
あ
る
。
(
b
)、
g
1
(
Y
)
,
・
・, 
g
r
(
Y
)
は
凸
で
一
次
同
次
で
y
N
0
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
で
あ
る
。
最
適
生
産
。
生
産
要
素
K
の
入
手
可
能
量
を
苫
0
1
1
1
,
…
"
r
)
財
の
市
場
価
格
を
Pilrvo(i111̀
••• 
＂
n
)
と
す
る
。
最
適
生
産
g(y)~v 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
思
が
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
形
式
す
な
わ
ち
つ
ぎ
の
条
六
四
331 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
最
適
消
費
は
制
約
皿
皿
の
も
と
で
u(x)
を
最
大
な
ら
し
め
る
。
最
適
消
費
。
選
好
指
標
の
函
数
を
u(x)
と
す
る
。
R
I
I
(
X
1
,
…
9
N
n
)
は
消
費
ベ
ク
ト
ル
で
つ
ぎ
．
の
性
質
を
も
つ
も
の
と
す
る
。
(
d
)
、
u(x)
は
狭
義
の
凹
お
よ
び
狭
義
の
増
加
函
数
で
あ
っ
て
Birvo
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
で
あ
る
。
9
)
 
p
.
f
(
y
)
1
1
月
0
た
だ
し
等
式
は
S
I
k
>
O
と
な
る
K
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
条
件
mは
限
界
価
値
生
産
物
が
限
界
費
用
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
活
動
が
正
の
水
準
で
操
業
さ
れ
る
ば
あ
い
両
者
は
等
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
⑥
ー
⑧
の
条
件
を
み
た
し
て
い
る
SIK
は
生
産
要
素
の
帰
属
価
格
(
i
m
p
u
t
e
d
price) 
と
よ
ば
れ
る
。
ま
た
条
件
⑦
と
⑧
か
ら
生
産
物
の
価
値
p
.
f
(
5
)
は
帰
属
価
格
で
評
価
し
た
生
産
要
素
の
価
値
芯
・
0
に
等
し
い
と
い
(
5
)
 
う
結
果
が
し
た
が
う
。
(8) 
g
k
(
y
)
い0
k
(
k
=
l
,
 
・・・, 
r) 
層
爵
。
茫（琴）
f
誓（露）
5
た
だ
し
等
式
は
5
j
V
o
と
な
る
i
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
(
7
)
 
(
6
)
 
文
y
．
邑
い
文
5
.
(j111̀
…
.m) 
の
鞍
点
で
あ
る
よ
う
な
そ
の
よ
う
な
r
次
ペ
ク
ト
ル
芯
1
1
（
芽
·
…
•
(3) 
翌
）
、
が
存
在
し
て
い
る
ば
あ
い
に
最
適
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
SI)
い
0
(
5
`
w
)
と
こ
ろ
で
(
y
9
S
I
)
は
つ
ぎ
の
固
m
⑧
の
条
件
を
み
た
す
ば
あ
い
0(y9
(5) 
す
べ
て
の
y
l
r
v
o
9
W
I
r
v
o
に
た
い
し
て
(
4
j
 
w)
の
鞍
点
で
あ
る
六
五
332 
1
5
)
 
(
1
4
)
 
(
6
)
 
こ
こ
で
P
は
財
の
市
場
価
格
ベ
ク
ト
ル
で
W
は
生
産
要
素
の
帰
属
価
格
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
最
適
消
費
条
件
は
(1) 
;. 
(靡）叫
g
9
5
i
l
r
v
o
(
i
1
1
1
,
・・, 
n) 
た
だ
し
等
式
は
因
;>O
と
な
る
・
t
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
均
衡
。
市
場
価
格
体
系
＿
P
は
つ
ぎ
の
ば
あ
い
均
衡
に
あ
り
と
い
わ
れ
る
。
〔
定
理
1
〕 討い
f
(
5
)
こ
こ
で
因
は
最
適
消
費
ベ
ク
ト
ル
で
y
は
市
場
価
格
体
系
-P
に
か
ん
す
る
最
適
活
動
水
準
で
あ
る
。
「-
P
は
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
最
適
消
費
ベ
ク
ト
ル
＿
X
が
制
約
討
ぃ
f
(
y
)
＂
g
(
y
)
~
v
.
x
~
O
`
y
l
r
v
o
の
も
と
で
キ
ュ
ー
ソ
1
1
ク
ッ
カ
ー
の
定
理
3
を
適
用
し
て
、
定
理
1
は
つ
ぎ
の
定
理
y
と
同
値
で
あ
る
。
文
X
9
y
5
p
`
さ）
1
に
(
x
)
+
p
.
[
I
(
y
)
1
X
]
+
w
.
[
『ー
g
(
y
)
]
（
定
理
rの
証
明
）
定
義
に
よ
っ
て
(
5
"
5
5
]
判
W
o
9
芯
Irvo
包
は
つ
ぎ
の
ば
あ
い
均
衡
に
あ
る
。
(
j
=
l
,
…
9
n
)
 
}lfVo9ilrvo9 
最
適
消
費
ょ
（
亨
）
、
ゞ
た
だ
し
等
式
は
1
'
;
>
0
と
な
る
・
ー
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
の
鞍
点
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
均
衡
に
あ
る
。
」
(
1
3
)
 
〔
定
理
＞
〕
「
（
洲
9
5
5
p
9
芯
）
は
あ
る
行
V
o
に
か
ん
し
て
そ
れ
が
u(x)
を
最
大
な
ら
し
め
る
ば
あ
い
に
の
み
均
衡
価
格
体
系
で
あ
る
。
」
(
1
2
)
 
(10) 
B
膨
~
゜
(1) 
p
.
Rい
さ
•
0
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
六
六
333 
(
1
9
)
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
最
適
消
費
の
よ
う
な
ば
あ
い
競
争
的
均
衡
に
あ
る
。
定
し
な
い
。
uỳ
多
数
国
模
型
(
x
"
y
i
p
9
 
キ
ュ
ー
ン
1
1
ク
ッ
カ
ー
の
補
助
定
理
1
の
条
件
山
②
に
よ
り
、
(
7
)
 
w)
の
鞍
点
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
み
た
さ
れ
る
。
証
明
お
わ
り
3
N
個
の
国
を
考
え
る
。
財
は
関
税
や
輸
送
費
な
し
に
貿
易
さ
れ
る
。
生
産
函
数
と
効
用
函
数
は
す
べ
て
の
国
が
同
じ
で
あ
る
と
は
仮
(
f
v
,
 
g
v
)
,
 
V
v
を
そ
れ
ぞ
れ
JI
国
(
y
1
1
1
,
.
.
.
,
A
、
要
素
不
移
動
の
ケ
ー
ス
要
等
が
国
際
間
で
移
動
し
な
い
ケ
ー
ス
と
移
動
す
る
ケ
ー
ス
に
分
っ
て
考
察
す
る
。
集
合
（
1
1
`
…、
111N,
j
i
1
,
.
.
.
,
 
j
i
N
、
ゞ
哩
9
.
.
.
 
"
翌
{
)
あ
る
ざ
V
o
に
た
い
し
て
i
今覗）
Ii
弘ぃ
)
i
た
だ
し
等
式
は
Ii
召
V
o
と
な
る
・
t
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
（
艮
）
（
良
）
I
y
翌
y
y
ー
恥
材
見
g
塁
y
y
k
(20)
最
適
生
産
M
]
i
た
だ
し
等
式
は
y
j
。
V
o
と
な
る
j
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
(
2
)
 
は
(
N
`
5
5
i
｀
思
が
た
だ
し
等
式
は
g
V
o
と
な
る
K
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
0
8
)
 
要
素
制
限
g
k
(
y
)
;
;
;
;
_
V
k
 
(k111•
…
•r) 
超
過
需
要
の
不
存
在
(
j
1
1
1
,
…
-m) 
(
f
1
1
1
・
…
》
n)
た
だ
し
等
式
は
P
;
>
O
と
な
る
・
1
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
・
（
尽
’
)
I
伶
ぎ
（
阻’
)
I
(
j
1
1
1
•
…
.
m
)
S
y
j
y
k
さ
y
j
y
0
7
)
最
適
生
産
Mig
g
 
た
だ
し
等
式
は
y
j
V
o
と
な
る
j
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
0
6
)
 
5
i
い
I
i
(y) (
i
1
1
1
、•... 
n) 
N
)
の
効
用
函
数
、
技
術
的
可
能
性
、
六
七
要
素
賦
存
量
と
す
る
。
は
予
1
1
1
"
…
•
N
に
か
ん
し
て
つ
ぎ
⑬
ー
⑱
式
33ム
(
2
8
)
 
g
k
"
 (ji") 
~Vk11 
た
だ
し
等
式
は
S
I
Kヴ
V
o
と
な
る
K
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
超
過
需
要
の
不
存
在
M
哭
い
M
f
i
y
(
y
u
)
（i
1
1
1
•
…
`
n
)
y
 
た
だ
し
等
式
は
P
;
>
O
と
な
る
・
1
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
き
(
X
y
"
y
y
こ）
9
笙
u
)
I
I
M
u
i
y
u
p
(
X
y
)
+
p
.
M
y
[
J
V
(
y
v
)
ー
X
]＋
M
母
P
•
[
0
r
ー
g
y
(
y
y
)
]
(9) 
の
鞍
点
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
み
た
さ
れ
る
。
〔
定
理
2
〕
「
任
意
の
均
衡
産
出
（
沌
｀
…
．
港
）
g"(y")~v" M
yざ
翌
、
（
汽
、
）
(10) 
を
最
大
に
す
る
(
X
l
`
…
•
X
N
)を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
」
の
も
と
で
m
 
(
2
6
)
 
M
p
x
ばぃ
M
J
.
p
(
y
y
)
(y111, 
N
)
 
0
5
)
 
汽`
Irvo.yswo
9
i
N
の
組
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
制
約
か
く
し
て
次
の
定
理
を
も
っ
(
2
4
)
 
条
件
(
1
9
)
ー
醤
は
（漣`
y
y
.
i
 
逗
収
支
均
等
p
．迅
IIP.fy(5y)
（
）
111,
で
8
)
S
I
y
)
が
0
2
)
 
01) 
要
素
制
限
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
に
か
ん
し
て
、
（
沌
9
…
．
堪
）
が
つ
ぎ
の
問
題
の
解
で
あ
る
よ
う
な
正
数
,h,
(
k
=
l
`
…
9
r
)
 
N
)
 
六
八
335 
(
3
3
)
 
収
支
均
等
p
．哭
I
》．
f
p
(
9
y
)
(y111•
…
•N) 
た
だ
し
等
式
は
W
k
>
O
と
な
る
K
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
(
3
2
)
 
M
品g
k
y
(
r
p
)
い
M
さ
ky
(
k
=
l
,
…
"
r
)
 
た
だ
し
等
式
は
P
i
>
0
と
な
る
・
ー
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
(
3
0
 
こ
こ
で
M
U
L
U
y
（
汽
）
は
世
界
効
用
指
標
で
ざ
V
o
は
各
国
に
た
い
す
る
ウ
ニ
イ
ト
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
き
の
任
意
の
(l
) 
鞍
点
が
均
衡
に
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
収
支
均
等
条
件
図
が
妥
当
す
る
こ
と
を
示
せ
ば
よ
い
。
き
の
任
意
の
鞍
点
を
（
哭
｀
3
y
i
i
"
翌
）
と
す
る
3
迅
1
迅
(y111,
…
"
N
)
と
⑲
と
よ
り
M
y
迅
;
>
O
と
な
る
・
t
に
た
い
し
て
}
i
1
1
i
i
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
i
．
迅
I
I
M
i
B
y
1
1
M
b
i
5
i
P
1
1
P
·
迅
同
様
に
P
•I
"
 (y.,)11P.fy(yy)
で
あ
る
。
他
方
（
迅
"
y
y
5
}
9
哭
）
は
ま
た
き
の
鞍
点
で
あ
る
か
ら
、
P・
f
"
 (
y
"
)
1
1
思
•
g
"
(
y
"
)
1
1
思
・
汽
か
く
し
て
P
·迅
I
I
}・迅
I
I
i
。
f
"(
y
"
)
1
1
}
.
 f
"
(
y
"
)
1
1
翌‘・
0p11
B
、
要
素
移
動
の
ケ
ー
ス
。
こ
の
模
型
の
均
衡
は
以
下
0
9
)ー
(
3
3
)
を
み
た
す
非
負
ペ
ク
ト
ル
の
集
合
(
}
p
"
9
p
i
P
.
S
I
i
)
し
て
〗
{
(
享
）
｀
P
i
(
2
9
)
最
適
消
費
あ
る
i
げ
V
0
に
た
い
た
だ
し
等
式
は
哭
V
o
と
な
る
・
ー
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
(
3
0
)
最
適
生
産
某
(
{
拿
）
9
恥
ぃ
心
き
(
{
唸
）
r
y
た
だ
し
等
式
は
9jVo
と
な
る
i
に
つ
い
て
成
立
す
る
。
超
過
需
要
の
不
存
在
世
界
の
要
素
制
限
条
件
毯
ー
(
3
2
)
~
(x"
y`
p
5
ゞ
き
が
ぶ
(Ryし
y
u
5
p
`
w
)
.
I
I
M
y
ざ
u
℃
（
さ
＋
p
.
g
[
f℃
(
y
y
)
|
X
P
]
＋
さ
．
M
y
[
0
P
ー
汽
(yy)]
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
M
u
5
i
ばぃ
M
J
.
i
p
(
y
y
)
思
•
g
v
 
(y•)11P.fy(yu) 
(i111•
…
•n) 
(j111"
…＂
m) 
(i111
》
…
》
n)
六
九
で
あ
る
。
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ケ
ー
ス
ー
、
財
•
生
産
要
素
と
も
に
不
移
動
は
財
と
生
産
要
素
が
と
も
に
国
際
間
で
移
動
す
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
を
最
大
に
す
る
よ
う
な
正
数
の
組
(
〗1"
…
`
〗N
)
が
存
在
し
て
い
る
。
い
ま
や
N
国
模
型
に
か
ん
す
る
均
衡
は
世
界
効
用
指
標
u(x)IIMy111ざ
a
y（
汽
｀
）
に
か
ん
し
て
最
適
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
均
衡
産
出
に
か
ん
し
て
定
義
さ
れ
た
世
界
効
用
函
数
u
(
x
)
を
用
い
て
国
際
貿
易
が
生
産
要
素
の
価
格
を
均
等
間
で
移
動
し
な
い
ば
あ
い
で
、
化
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
。
そ
の
ば
あ
い
以
下
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
ケ
ー
ス
ー
は
財
と
生
産
要
素
が
い
ず
れ
も
国
際
ケ
ー
ス
I
は
財
の
み
が
自
由
に
貿
易
さ
れ
生
産
要
素
は
国
際
間
で
移
動
し
な
い
ば
あ
い
で
、
ケ
ー
ス
皿
均
衡
産
出
に
か
ん
し
て
定
義
さ
れ
た
世
界
効
用
水
準
U
は
各
国
の
均
衡
消
費
水
準
に
お
け
る
効
用
水
準
に
ウ
ニ
イ
ト
ざ
を
つ
け
て
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
定
理
1
よ
り
み
て
、
U
は
制
約
条
件
2
、
要
素
価
格
均
等
化
の
厚
生
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
(
3
7
)
 
M
y
i
P
U
P
(
X
y
)
 
の
も
と
で
(
3
6
)
 
M
品．
y（
y
P）い
M
P
克`
(
3
5
)
 
M
p汽
ば
い
や
/
"
(
y
"
)
(
3
0
 
XSIrvo9yslrvo 
(
p
1
1
1
`
…
'
N
)
 
の
鞍
点
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
み
た
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
（
埠
1
,
…
.
唱
)
が
均
衡
に
あ
る
な
ら
ば
（
屯
3
…
9
屯
N
)
が
制
約
条
件
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
七
〇
337 
な
い
。
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
ケ
ー
ス
皿
財
•
生
産
要
素
と
も
に
移
動
(
3
9
)
 
の
も
と
で
の
M
P
ざ
史
｀
（
汽
｀
）
の
最
大
に
等
し
い
。
0
I
(
X
y
9
)
u
5
モ`
の
鞍
点
に
お
け
る
値
で
あ
る
。
P
l
（汽`
＂
y
y
こ
竺
N
)
の
財
と
生
産
要
素
の
均
衡
価
格
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
N
個
の
国
々
の
間
で
均
等
で
は
な
い
。
財
移
動
生
産
要
素
不
移
動
一―_̂  - -、
え哭 M
I~ ~ ~ 
9 ~.. ~ 
-:-:I松
ヽ
℃ ` 1松 MI/ 、て
o ゞ
＾ てヽ：
‘̀― 
免（汽`
．
y
y
5
p
.
ミ
y
)
I
I
M
p
：
尺
（
汽
｀
）
＋p．
M
y
[
f
y
(
y
y
)
—
X
P
]＋
M
逗
y
.
[
0
y
ー
哭
(
y
y
)
]
の
鞍
点
に
お
け
る
値
で
あ
る
。
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
同
じ
均
衡
価
格
が
行
わ
れ
る
が
生
産
要
素
の
均
衡
価
格
は
必
ず
し
も
均
等
で
は
の
も
と
で
の
M
p
i
史``
（汽`
）
の
最
大
に
等
し
い
。
(
y
1
1
1
,
…
'
N
)
 -U
は
(
I
)
 
均
衡
産
出
に
か
ん
し
て
定
義
さ
れ
た
世
界
効
用
水
準
―
U
は
制
約
条
件
ケ
ー
ス
n
(
3
8
)
 
(
I
)
 
さ
y
)
I
I
M
p
:
U
y
(
X
u
)
+
M
心
y
.
[
f
u
(
y
u
)
|
X
y
]
＋
M
母
y
.
[
O
U
|
g
l
l
(
y
l
l
)
J
 
、 -̂  - -、
R ぬ R
℃ ^ ℃ 
IN ゞ ‘l八
゜
℃ 
`•-/ 
贔`
ヽ e
I松ミ
℃て
｀ Irv' 
℃ 
‘̀-
(゚
y
1
1
1
"
 
N
)
 
い
い
か
え
れ
ば
さ
y
)
七
の
鞍
点
の
P
y
の
成
分
お
よ
び
W
y
の
成
分
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
国
（
盲
1
1
1
,
…
"
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〔
定
理
3
〕
〔
定
理
4
〕
「
世
界
効
用
水
準
は
ケ
ー
ス
I
の
均
衡
財
価
格
が
す
べ
て
の
国
で
同
じ
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
ケ
ー
ス
I
か
ら
ケ
ー
ス
I
に
移
っ
て
も
同
じ
ま
ま
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
S
I
I
U
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
p
l
1
1
・
・
・
=
P
N
で
あ
る
。
こ
こ
で
p
1
,
.. ＂
p
N
は
ヶ
ー
ス
I
の
均
衡
財
価
格
で
あ
る
。
」
「
世
界
効
用
の
水
準
は
ケ
ー
ス
I
の
均
衡
要
素
価
格
が
す
べ
て
の
国
で
同
じ
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
ケ
ー
ス
I
か
ら
ヶ
ー
ス
皿
に
移
っ
て
も
同
じ
ま
ま
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
i
1
1
a
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
翌
1
1
.. 
I
翌
｛
で
あ
る
。
こ
こ
で
哩
"
.. ＂ 
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
(
4
1
)
 
笠
い
翌
い
a
こ
れ
ら
三
ケ
ー
ス
に
か
ん
す
る
世
界
効
用
水
準
の
順
序
は
‘―--^  --、
~ M M 
IN点;
〇℃ ℃ 
｀ ＾ ヽ ゞ Iいて
｀ 
._.,. M 
ltf Iv̂＼℃  
0 e ゞ
＾ ヽ
｀ 、一
の
も
と
で
の
M
y
ざ
竺
、
（
汽
｀
）
の
最
大
に
等
し
い
。
(
m
p
"
r
y
5
》
"
忠
）
を
を
I
(
注
p
"
y
y
ごゞ
w
)
I
I
M
y
i
y
u
y
(
X
u
)
＋
p
.
M
p
[
f
u
（
冷
）
ーX
y
]
＋
さ
•
[
『
I
M
p
g
P
(
y
y
)
]
の
鞍
点
で
あ
る
と
し
よ
う
。
そ
の
ば
あ
い
a
1
1
言
（
河
"
9
y
5
)
9
包
1
ビ
y
:
:
笠
y（咆`
）
で
あ
る
。
均
衡
要
素
価
格
―
-W
な
ら
び
に
均
衡
財
価
格
―
-P
は
N
個
の
国
の
間
で
均
等
で
あ
る
。
(
4
0
)
 
（
予
111,
N
)
 
（巨）
(
0
1
1
M
y克
P)
均
衡
産
出
に
か
ん
し
て
定
義
さ
れ
た
世
界
効
用
水
準
＿
＿
U
は
制
約
条
件
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
七
芯
N
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要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
国
際
貿
易
に
よ
っ
て
均
等
化
さ
れ
る
。
」
定
理
4
は
ヨ
リ
便
利
に
表
わ
せ
ば
定
理
3
と
定
理
4
は
同
じ
よ
う
に
証
明
さ
れ
る
の
で
定
理
4
の
証
明
の
み
を
与
え
る
。
（
定
理
4
の
証
明
）
a
1
1
U
が
哩
1
1
.. 
11哩
f
を
意
味
す
る
こ
と
の
証
明
。
（
河
｀
y
P
5
p
9
さ
）
を
i
国
の
鞍
点
と
す
る
。
M
y
i
u竺
u
(
T
)
I
I
M
u
ざ
史
（
河
、
）
で
あ
る
か
ら
を
[
(
注
y
`
y
p
5
》
9
I
I
M
ざ
u
y
(
N
p
)
ま
た
M
P
[
f
y
(
y
u
)
1
注
y
]
I
f
V
o
、
史
｀
ー
究
(
r
p
)
I
f
V
o
で
あ
る
か
ら
P
.
M
P
[
f
y
(
r
p
)
1
兇
‘]11o,w• 
[v"
ー
g
"
(
j
i
"
)
]
 
哩
1
1
.. I
芯
N
D
ご
N
I
I
a
を
意
味
す
る
こ
と
の
証
明
。
七
思
い
M
ざ
竺
y
(
5
u
)
哩
1
1
:
•
1
1
鬼
1
包
と
仮
定
し
た
ば
あ
い
、
言
（
汽
｀
9
y
P
5
ゞ
包
I
I
M
P
:
u
(
汽
`
)
＋
}
•
M
p
[
I
"
(
y
"
)
|
汽
`
]
＋
i
.
M
p
[
定
—
g
"
 (y") J 
iLl,,;,,,u" (x "
)
1
1
?
J
こ
で
R
I
i
l
l
河
＂
冷
1
1
9
p
と
お
く
と
汗
い
言
（
屯
、
9
9
p
5
i
、
思
い
U
他
方
民
W
U
は
自
明
で
あ
る
か
ら
i
l
l
a
証
明
お
わ
り
。
「
生
産
要
素
の
価
格
は
ケ
ー
ス
I
の
均
衡
消
費
（
沌
7
…
9
H
N
)
が
ケ
ー
ス
皿
の
均
衡
消
費
で
も
あ
る
と
い
う
ば
あ
い
に
の
み
財
の
こ
の
命
題
よ
り
す
れ
ば
、
国
際
貿
易
に
お
け
る
要
等
均
等
化
は
生
産
要
素
の
諸
国
間
の
配
分
が
ケ
ー
ス
皿
の
生
産
要
素
の
均
衡
配
分
と
一
致
す
る
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
ば
あ
い
に
の
み
起
る
で
あ
ろ
う
。
生
産
要
素
の
”
均
衡
配
分
“
と
い
う
概
念
は
厳
密
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
う
る
。
1
1
0
そ
れ
ゆ
え
（
旦
5
u
5
p
"
き
は
i
l
の
鞍
点
で
あ
る
。
は
ケ
ー
ス
Il
の
均
衡
要
素
価
格
で
あ
る
。
」
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(
4
3
)
 
u
(
X
1
,
 
X
2
)
1
1
X
/
 X
2
1
1
r
 
効
用
函
数
(
4
2
)
 
a
 
1
1
a
 
Y
1
1
1
0
l
L
 V
1
c
 
1
ー"
1
|
p
 
Y
2
1
1
0
2
L
 
V
z
c
 
生
産
函
数
世
界
要
素
賦
存
量
を
＞
と
す
る
と
、
〔
定
理
5
〕
＞
の
諸
国
間
の
均
衡
配
分
の
集
合
は
K
o
(
v
)
1
1
{
(
0
1
9
…
9
0
N
)
一(3
4
)
|（
3
6
)
-1,f: 
dj. t.: 
v・nふ
ふ
5
が
（
河
、
9
r
p
5
ジ
包
t
g
g
,
L
A
0
芯ぃ
gv(:yv),
2
J
v
v
v
=
v
,
 
J)111,...' 
N}
と
定
義
さ
れ
る
。
「
生
産
要
素
の
価
格
は
要
素
賦
存
量
の
諸
国
間
の
配
分
(
0
1
"
…＂
0
N
)
が
世
界
要
素
賦
存
量
の
均
衡
配
分
で
あ
る
U
す
な
わ
ち
(
0
1
,
・・・, 
v
N
)
 
E
K
o
(
v
)
 
(
v
1
1
0
1
+
…
+
0
N
)
と
い
う
ば
あ
い
に
の
み
国
際
貿
易
に
よ
っ
て
均
等
化
さ
れ
る
。
」
す
で
に
定
義
さ
れ
た
よ
う
な
世
界
要
素
賦
存
量
の
均
衡
配
分
の
集
合
K
o
(
v
)
が
も
し
た
だ
―
つ
の
配
分
（
苫
19
…
9
苫
N
)
よ
り
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
生
産
要
素
が
正
の
帰
属
価
格
を
有
し
て
い
る
な
ら
ば
、
生
産
要
素
の
諸
国
の
配
分
が
ま
さ
し
く
(
0
0
1
"
…
"
0
O
N
)
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
生
産
要
素
の
価
格
は
財
の
国
際
貿
易
に
よ
っ
て
均
等
化
さ
れ
る
。
し
か
し
集
合
K
o
(
v
)
は
一
般
的
に
は
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
配
分
よ
り
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
簡
単
な
つ
ぎ
の
例
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
二
国
二
財
二
生
産
要
素
を
仮
定
す
る
。
両
国
は
同
じ
効
用
函
数
と
、
各
財
に
つ
い
て
同
じ
生
産
函
数
を
有
し
て
い
る
。
0
;
L
,
V
;
C
そ
れ
ぞ
れ
を
第
・
1
産
業
(
i
1
1
1
"
2
)
で
使
用
さ
れ
た
労
働
L
と
資
本
C
の
量
、
世
界
の
要
素
賦
存
量
を
0
L
,
V
C
財
の
産
出
量
を
Y
i
,
Y
2
 
財
の
消
費
量
を
X
1
,
X
2
財
の
価
格
を
P
i
,
P2
要
素
価
格
を
さ
1"
生
産
函
数
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
C
o
b
b
,
D
o
u
g
l
a
s
生
産
函
数
を
想
定
す
る
。
0
八
r
Aハ
1
3
、
世
界
要
素
賦
存
量
の
均
衡
配
分
の
集
合
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
苔
と
し
国
の
区
別
を
添
字
(
i
)
（i
1
1
1
"
2
)
で
示
す
。
0
八
R
Aハ
P
Aハ
1
七
四
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要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
以
上
が
宇
沢
〔
5
〕
の
論
文
の
主
な
部
分
の
紹
介
と
解
説
で
あ
る
。
()2rAハ
r(i)11vc<i>;
0`L(j)Aハ
()1r
・
(13j
の
ば
あ
い
に
の
み
集
合
Ko(v)
に
属
す
る
要
素
の
価
格
は
財
の
貿
易
（
ケ
ー
ス
Il
、
財
移
動
・
要
素
不
移
動
）
(
4
6
)
 
(
4
5
)
 
A
 
(
1
-
r
)
A
1
1
a
+
r
B
1
-
p
 
(
1
|
r
)
A
1
-
a
B
+
r
B
1
-
P
A
 
B
 
(
1ー
r
)
A
l
1
a
+
r
B
1
-
0
(
1
|
r
)
A
l
1
a
B
＋ユ
B
l
1
"
A
A
1
1
[
（望（汀）
1
1
↓
]11 
B
1
1
盃）
a
（i1
]
）I]11
(12~ 
と
す
る
配
分
(0(1)
0`(2))
は
要
素
の
世
界
賦
存
量
を
＞
と
し
て
、
0(ll
十
O
(
2
)
1
1
0
P
2
1
1
 
P
l
1
1
 
こ
こ
で
(
4
0
 
r
i
1
1
P
i
r
 
(
i
1
1
1
、
2
)
ケ
ー
ス
皿
（
財
・
要
素
と
も
に
移
動
）
要
素
の
諸
国
間
の
配
分
が
⑮
⑯
を
み
た
す
よ
う
な
配
分
で
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
生
産
(i111•2) 
に
お
け
る
産
業
・
1
の
最
適
資
本
・
労
働
比
率
ri11苫
;c/V;L
は
に
よ
っ
て
均
等
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
七
五
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ー 要
素
価
格
均
等
化
定
理
は
そ
の
設
け
ら
れ
た
諸
仮
定
の
枠
内
で
妥
当
的
に
推
論
さ
れ
た
定
理
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
諸
仮
定
は
ま
た
こ
の
定
理
の
現
実
的
意
義
を
狭
い
枠
内
に
閉
ぢ
こ
め
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
仮
定
を
一
っ
づ
つ
は
ず
し
て
ゆ
け
ば
ゆ
く
程
要
素
価
格
均
等
化
の
可
能
性
が
一
層
限
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
定
理
の
生
れ
な
が
ら
に
し
て
負
っ
た
原
罪
に
も
擬
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
集
約
性
逆
転
ケ
ー
ス
、
輸
送
費
•
関
税
の
存
在
、
不
完
全
特
化
に
つ
い
て
こ
の
定
理
に
た
い
す
る
制
約
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
生
産
函
数
が
国
に
よ
っ
て
異
な
る
ば
あ
い
と
か
多
数
財
。
多
数
要
素
の
問
題
、
解
の
一
意
性
の
(14) 
問
題
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
宇
沢
の
論
文
を
と
り
あ
げ
た
の
は
非
線
型
計
画
理
論
を
こ
の
要
素
価
格
均
等
化
の
問
題
に
適
用
し
た
そ
の
方
法
の
目
新
し
さ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
要
素
の
諸
国
間
の
配
分
が
財
・
要
素
移
動
ケ
ー
ス
に
お
け
る
世
界
要
素
賦
存
量
の
均
衡
配
分
の
集
合
に
属
し
て
い
る
ば
あ
い
に
の
み
財
移
動
・
要
素
不
移
動
と
い
う
国
際
貿
易
論
の
通
常
の
仮
定
の
も
と
で
要
素
価
格
均
等
化
が
成
就
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
て
、
均
等
化
定
理
に
一
層
の
制
約
を
課
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
制
約
は
二
国
二
財
二
要
素
の
例
で
示
し
た
よ
う
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
が
証
明
に
さ
い
し
て
設
け
た
そ
の
諸
仮
定
が
す
べ
て
み
た
さ
れ
て
い
る
そ
の
ば
あ
い
で
も
依
然
と
し
て
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
規
模
に
つ
い
て
収
益
不
変
は
一
次
同
次
を
意
味
す
る
。
t
を
任
意
の
常
数
と
し
て
、
t
f
i
(
y
)
1
1
f
i
(
t
y
)》
t
g
k
(
Y
)
1
1
g
5
(
t
y
)
f
る
(y)
が
凹
で
あ
る
こ
と
は
0
い
評
い
1
に
た
い
し
て
定
義
域
の
す
ぺ
て
の
y
o
と
y
に
た
い
し
て
(1
ー
0
)
f
i
(
y
o
)
＋ミ
f
i
(
y
)
ぃ
f
i
{（1
—
0
)
y
o
+
o
y
}
ま
た
、
g
k
{
y
)
が
凸
で
あ
る
と
は
0
い
い
。
い1
に
た
い
し
て
定
義
域
の
す
べ
て
の
y
oと
y
に
た
い
し
て
(
1
|
0
)
g
k
(
y
o
)
＋
8
g
k
 (y) 
~gk{ 
(
1
1
0
)
y
o
+
o
y
}
こ
れ
ら
は
限
界
変
形
率
非
逓
増
よ
り
し
た
が
う
。
き
s‘
項
あ
と
カ
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
七
六
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3
 
2
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
七
七
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
の
制
約
と
は
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
x
↓
u
1
1
F
R
を
非
負
n
次
、
ベ
ク
ト
ル
X
の
m
次
ベ
ク
ト
ル
U
へ
の
微
分
可
能
な
写
像
と
す
る
。
す
な
わ
ち
F
x
t:
成
分
f
i
(
x
)
,
.
.
.
,
f
m
(
x
)
が
BlIVo
に
た
い
し
て
定
義
さ
れ
た
エ
の
微
分
可
能
な
函
数
で
あ
る
と
す
る
。
X
O
で
評
価
さ
れ
た
偏
微
係
数
を
、
F
0
=
[
&
J
.
!
o
x
;
]
。"
g
o
1
1
[だ
g
]
さ
3]0
と
す
る
。
こ
こ
で
F
0
t
:
m
x
n
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
g
o
は
n
次
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
さ
て
最
大
問
題
「
F
(
x
)
~
O
,
x
~
O
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
g
(
x
)を
最
大
に
す
る
迄
を
見
出
す
こ
と
」
を
取
扱
う
に
際
し
て
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
の
お
い
た
制
約
と
は
、
「
X
O
を
F
H
I
I
V
o
"
B
i
I
V
o
を
み
た
す
点
X
の
制
約
集
合
に
屈
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
不
等
式
F
x
0
~
o
,
Ix0~0 
(
た
だ
し
ー
は
n
次
の
恒
等
行
列
）
を
F
,
x
0
1
1
0
,
I,x0110
と
F
裟。
V
o
"
I
2
X
。V
o
に
分
離
す
る
，
制
約
集
合
の
境
界
の
各
屯
に
た
い
し
て
同
次
一
次
不
等
式
F
,
0
d
x
~
O
,
I
,
d
x
~
Oをみ
た
す
任
意
の
ベ
ク
ト
ル
微
分
d
X
は
そ
の
制
約
集
合
の
中
に
含
ま
れ
る
弧
に
た
い
す
る
接
線
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
F
,
0
d
x
~
O
,
I
,
d
x
~
Oをみ
た
す
任
意
の
d
X
に
た
い
し
て
X
O
1
1
R
(
O
)
9
[
d
g
i
d
0
]
o
1
1
裟
X
と
な
る
よ
う
な
制
約
集
合
の
中
に
含
ま
れ
る
微
分
可
能
な
弧
X
1
1
a
(
0
)
,
0
~
0
~
1が
対
応
す
る
。
こ
の
仮
定
は
外
部
に
向
く
尖
点
(
c
u
s
p
)
の
よ
う
な
制
約
集
合
の
境
界
上
の
特
異
点
を
排
除
す
る
よ
う
企
図
さ
れ
て
い
る
。
」
で
あ
る
。
（
解
説
は
上
河
〔
9
〕
を
参
照
。
）
―
つ
の
例
を
と
れ
ば
、
(
1
|
X
1
)
3
ー
N
2
~
0
,
X1~0, 
X
2
~
0に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
二
次
元
の
制
約
集
合
は
境
界
点
X
1
0
1
1
1
"
X
2
0
1
1
0
で
は
こ
の
点
か
ら
方
向
d
X
1
1
1
1
"
d
8
2
1
1
0
に
渫
か
れ
て
い
る
弧
を
含
ま
な
い
か
ら
上
述
の
制
約
を
み
た
さ
な
い
。
か
か
る
特
異
点
で
は
定
理
1
の
条
件
田
（
註
3
に
あ
り
）
は
例
え
ば
g
(
x
)
1
1
1
X
1
に
た
い
し
て
い
か
な
る
u
o
に
つ
い
て
も
み
た
さ
れ
な
い
。
さ
て
本
文
の
仮
定
(C)
に
も
ど
っ
て
、
g
(
y
)
は
キ
ュ
ー
ソ
1
タ
ッ
カ
ー
の
制
約
を
み
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
〔
0
ー
g
(
y
)
〕IIVo"
y
l
I
V
o
が
キ
ュ
ー
ソ
1
1タ
ッ
カ
ー
の
最
大
問
題
の
F
(
x
)
~
O
,
x
~
O
に
相
当
す
る
も
の
と
解
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
制
約
集
合
が
凸
集
合
で
あ
る
と
仮
定
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
D
O
S
S゚
〔
1
〕
。
け
だ
し
そ
の
ば
あ
い
、
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
の
制
約
は
み
た
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
適
用
さ
れ
る
キ
ュ
ー
ソ
＂
タ
ッ
カ
ー
の
諸
定
理
を
一
括
し
て
あ
げ
て
お
く
。
証
明
は
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
〔
8
〕
も
し
く
は
上
河
〔
9
〕
を
み
ら
れ
た
い
。
鞍
点
の
必
要
条
件
（
充
分
条
件
は
省
略
）
i
(
x
"
u
)
が
成
分
さ
W
~
0を
も
つ
n
次
ベ
ク
ト
ル
X
と
成
分
U
h
w
oを
も
っ
m
次
ベ
ク
ト
ル
U
の
微
分
可
能
な
函
数
と
す
る
。
特
定
点
X
O
、
u
o
で
評
価
さ
れ
た
る
偏
微
係
数
を
と
り
0
"。1
1
[突
ミ
A
5
]
。＂
i.。1
1
[
忠き、
3
U
h
]
。
と
す
る
。
こ
こ
で
i"°
は
n
次
．
ベ
ク
ト
ル
き
。
は
m
次
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
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6
 
5
 
4
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
鞍
点
問
題
「
す
べ
て
の
礼
l
r
v
o
-
U
N
9
に
た
い
し
て
0
(
x
"
u
o
)
い
文
8
o
,uo)~l6(xo, 
u
)
で
あ
る
よ
う
な
非
負
の
ベ
ク
ト
ル
N
0
と
u
o
を
見
出
す
こ
と
。
」
補
助
定
理
1
「
つ
ぎ
の
条
件
(1) 
¢
.
。
い
。
ー
合
0
、
X
O
"
_
0
-
x
o
l
r
v
o
(2) ¢.0~o. 
¢.。、uo110一
笠
0
Wち
は
N
0
と
翌
0
が
鞍
点
問
題
の
解
た
る
に
必
要
で
あ
る
。
」
定
理
1
「
X
O
が
最
大
問
題
の
解
で
あ
る
た
め
に
は
N
0
と
あ
る
u
o
が
文
x
"
u
)
=
g
(
x
)
＋
U
、
F
x
/l
た
い
し
て
補
助
定
理
1
の
条
件
田
と
③
を
満
足
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
ベ
ク
ト
ル
U
は
m
個
の
非
負
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
よ
り
な
る
集
合
で
あ
る
。
定
理
3
（
同
値
性
定
理
）
「
函
数
/
1
(
x
)
…
＂
/
m
(
x
)
,
g
(
x
)
 
:!; x~O 
/l
か
ん
し
て
微
分
可
能
で
か
つ
凹
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
X
O
は
N
0
と
あ
る
u
o
ぶ
文
N
9
U
)
I
l
l
g
.
（
x
)
+
U
、
F
x
/l
た
い
し
て
鞍
点
問
題
の
解
で
あ
る
ば
あ
い
に
か
つ
そ
の
ば
あ
い
に
の
み
最
大
問
題
の
解
で
あ
る
。
」
さ
て
本
文
で
、
g
k
(
Y
)
(
k
=
l
,
・
・
・
,
r
)
 
:!; 
y
~
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
な
凸
函
数
で
あ
る
か
ら
ー
g
d
y
)
t!
凹
函
数
、
し
た
が
っ
て
、
S
|
g
k
(
y
)
は
y
魃
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
な
凹
函
数
で
あ
る
。
他
方
/
;
(
y
)
(
i
1
1
1
,
…
"
n
)
は
y
N
0
に
か
ん
し
て
微
可
能
な
凹
函
数
で
あ
る
か
ら
p
.
f
(
y
)
は
y
w
o
に
か
ん
し
て
微
分
可
能
な
凹
函
数
。
か
く
し
て
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
の
定
理
3
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る。キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
の
補
助
定
理
1
の
条
件
①
図
の
適
用
。
合
7
い
。
｀
合
7
、
y
1
1
0
9
i
z
0
お
よ
び
令
訊
収
）
＿
令
61、
S
I
I
I
O
9
I
S
i
l
r
v
o
。
ゆ
切
式
は
そ
れ
ぞ
れ
j
i
;
>
O
と
な
る
j
、
S
I℃
>
0
と
な
る
K
に
か
ん
し
て
等
式
が
成
立
す
る
こ
と
は
合
ぶ
7
1
1
0
"
令
gl
、
S
I
I
I
O
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
1
.
f
i
と
g
k
が
同
次
性
で
あ
る
か
ら
オ
イ
レ
ル
姦
K
に
y
：
を
か
け
j
1
1
1
,
・
・, 
m
に
か
ん
し
合
計
し
て
朽
ビ
}
_
—
y
j
1
1
屈
H
I
S
I
K
． 
|
さ
竺
7
 
(
j
i
s
y
j
j
k
s
y
j
 ミfi
袋g
k
の
定
理
を
用
い
て
/
;
(
j
i
)
1
1
ピ
ー
ー
'
y
j
"
g
,
,
(
j
i
)
1
1
ゼ
ー
—
'
y
j
こ
れ
ら
を
代
入
し
て
、
日
p
;
f
;
(
j
i
)
1
1
日
I
S
i
忌
k
(
y
)
⑧
に
S
I
K
を
か
け
k
=
l
]
s
y
j
j
S
y
j
i
k
 
…
＂
ヽ
に
か
ん
し
て
合
計
し
て
ビ
I
S
i
忌．
k
（
y
)
1
1
日
S
I
K
i
K
か
く
し
て
P
.
f
(
y
)
1
1
巳・
0
k
 
念
`
(
x
"
A
)
1
1
ミ
（
R
)
＋
A
〔
w.tー
P
．
ヽ
〕
よ
り
合
ぃ
。
＂
寄
、
I
I
I
O
-
M
I
N
o
は
（
＇
ー
ト
L
Lい
迄
i
た
だ
し
等
式
は
M
I
V
と
に
か
ん
し
て
成
立
。
1
 
A
1
1
ー
と
す
れ
ば
、
i
[
止
は
ー
一
ー
い
P
i
こ
の
結
果
は
0
(
x
-
i
)
1
1
h
u
(
x
)
＋
〔w
.
0
—
p
．
さ
よ
り
0
刈
い
0
を
求
め
た
も
の
と
同
値
で
あ
る
。
i
 
七
八
3ム5
12 11 10 9 8 7
 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
七
九
言
1
1
w
.
？
ー
P
.
l
s
I
I
r
v
o
;
0・
試
I
r
v
P
.
H
I
"
P
.
f
(
y
)
I
r
v
p
.
x
》
:
.
f
(
y
)
~
x
こ
れ
は
超
過
需
要
の
不
存
在
を
示
し
て
い
る
。
⑬
に
つ
い
て
合
叫
い
。
＂
合
、
H
I
I
I
O
よ
り
⑮
式
、
合
7
い
。
"
i
7
、
y
1
1
0
よ
り
閻
式
、
0
7
W
9
"
i
7
、
}
1
1
0
よ
り
⑯
式
、
き
引
I
r
v
o
9
令
列
包
1
1
0
よ
り
⑱
式
が
、
l
s
I
I
r
v
o
9
y
l
r
v
o
9
}
I
r
v
o
9
さ
l
r
v
o
よ
り
⑲
式
が
し
た
が
う
。
ち
な
み
に
、
i
(
R
"
y
i
)
巳
）
い
文
H
I
`
y
5
}
9
芯
）
い
文
l
s
I
7
y
5
p
"
さ
）
で
あ
る
ば
あ
い
(
l
s
I
9
y
i
}
巴
）
は
鞍
点
で
あ
る
。
(
x
"
y
)
I
I
N
9
(
P
》
さ
）
1
1
s
と
す
れ
ば
、
文
Z
9
5
)
い
文
応
9
5
)
い
文
応
,
s
)
と
甚
か
れ
、
i
内
い
。
》
i
州
、
列
1
1
0
"
礼
l
r
v
o
i
i
叫
l
r
v
o
"
0
叫
‘
5
1
1
0
9
包
W
o
を
求
め
る
と
よ
い
。
し
か
し
i刈
1
1
(
0
引
0
T
)
9
i
叫
1
1
(
0
7
．
き
引
）
で
あ
る
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
や
り
方
で
差
支
え
な
い
。
(lsI19
…
"
H
I
N
"
y
'
,
 
・・・,凄
5
P
"
哩
"
…
"
w
N
)
は
簡
単
に
(
l
s
I
y
9
y
u
i
}
＂
均
y
)
と
魯
か
れ
る
。
i
i
a
I
y
い
。
9
0
i
a
I
p
迅
1
1
0
よ
り
⑲
が
、
0
[
7
ぷ
い
。
)
0
[
7
y
y
y
1
1
0
よ
り
⑳
が
、
i
i
引
ぷ
W
o
"
s
引
ぷ
咆
、
1
1
0
よ
り
仰
が
、
i
A
7
W
o
》
i
i
7
}
1
1
0
よ
り
四
が
し
た
が
う
。
定
理
2
は
キ
ュ
ー
ン
1
ク
ッ
カ
ー
定
理
3
の
同
値
性
定
理
に
よ
り
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
形
式
⑳
の
鞍
点
問
題
に
同
値
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
均
衡
で
あ
る
た
め
に
は
任
意
の
鞍
点
が
ま
た
関
の
条
件
を
み
た
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
鞍
点
問
題
は
(19)|
（22
)
の
条
件
を
み
た
す
と
い
う
こ
と
を
い
ま
の
と
こ
ろ
教
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
均
衡
に
お
い
て
あ
る
i
A
の
鞍
点
を
(
H
I
P
"
r
y
5
}
9
芯
y
)
と
す
る
と
収
支
均
等
条
件
閾
b
.
l
s
I
:
=
P
•
J
v
(
y
v
)
 
(v111, 
・
・, 
N
)
は
み
た
さ
れ
て
い
る
。
他
方
S
の
任
意
の
鞍
点
を
(
l
s
I
P
"咤
5
i
"
さ
y
)
と
す
る
と
収
支
均
等
条
件
四
▼
i
．
兇
｀
=
P
•
J
v
(
y
Y
)
(v111, 
・
・, 
N
 
は
み
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
の
で
こ
れ
も
や
は
り
み
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
定
理
2
の
問
題
の
解
は
翌
（
注
u
)
が
狭
義
の
凹
で
あ
る
か
ら
一
義
で
あ
る
の
で
迅
1
1
兇
、
（
予
1
1
1
,
・
・, 
N
)
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
•
1
財
が
世
界
の
中
ど
こ
か
で
消
費
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
ピ
l
s
I
i
げ
v
o
で
あ
っ
て
ざ
（
叫
咋
T
)
a
I
t
1
1
]
i
で
あ
る
。
せ
、
1
1
哭
よ
り
予
こ
攣
）a
I
y
1
1
ざ
(
—
胴
：
I
I
ゞ
と
な
る
。
つ
ぎ
に
（
翌
咆
5
ゞ
思
）
は
ま
た
i
ス
3
鞍
点
で
あ
る
と
は
、
i
:
y
9
y
y
5
}
9
思
）
い
i
i
(
X
y
9
冷
こ
）
9
さ
）
い
i
i
（
迅
》
r
y
5
p
"
さ
）
＂
i
i
（
汽
、
9
y
y
i
P
"
翌
、
）
い
i
i
(
X
y
"
y
y
i
p
"
支
）
い
S
(
l
s
I
y
"
咆
i
p
9
)
W
y
)
し
た
が
っ
て
、
S
(
注
y
"
y
y
5
ゞ
思
）
い
i
i
(
注
s
y
く
こ
9
"
W
y
）
い
S
（
迅
9
y
y
こ
)
9
支
）
よ
り
し
た
が
う
。
宇
沢
は
計
算
過
程
を
示
し
て
な
い
の
で
、
そ
の
過
程
を
考
え
て
み
よ
う
。
f
,
(
y
)
1
1
y
,
1
1
0
戸
辛
彗
"
f
2
(
y
)
1
1
Y
2
1
1
ぶ
t
v
芍
p
"
0
八
a八
や
ハ
1
"
g
,
(
y
)
1
1
0
I
L
+
0
2
L
,
 
g
2
(
Y
)
1
1
0
1
C
+
0
2
c
,
 
u
 (x,, 
x
2
)
＂
＂
x
,
r
x
2
1
-
r
,
o
A
ハ
r
A
ハ
1
》
た
だ
し
y
は
活
動
水
準
‘
ペ
ク
ト
ル
y
,
`
y
"
は
産
出
駄
を
示
献
線
垣
葬
戟
奪
ギ
囲
縄
（
*
~
)
<
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(40)恨
心
¢
直
（
が
，
Y
"
;p, 
w)
＝
四
心
（
ゲ
）
＋
P•
江
[fy
（
ザ
）
ー
が
'
]
+
w
・［V
-
江
g
"
(y")] =
x
i
r
 x21-r
十
か
(v孔
V}
ず
ー
叫
＋
P2(vfLv~オ
ー
m)
＋
皿
{vr,
-
(v1L +v2r.)} +
 w
c
{
v
c
-
(vie +v2c)}
十
d
—
ヽ
＝
｀
入
和
—
暉
鱈
正
心
(1) 
r
伍
／
X
1
)
1
-
r
~
p
l
(2) 
(1-r)
（X2/ふ
）
ー
r手
P2
咋
岳
，
x
2
>
0
il
芦
疇
炸
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(3) 
a
か
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W
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-
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哨
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P
=
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r
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v
c
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L
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w
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w
L
/
W
c
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r1=v1c/v1L, 
r2=v2clv21
、
4
ト
共
ど
（
3)=(5),
(4)=(6)..>J
将
初
'
(11) 
Pr11-aa/fJ=r21-fJ 
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P
r
i
-
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(
1
-
a
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(
l
-
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=
r
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l
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g
a
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l
o
g
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J
+
l
o
g
P
+
(
l
-
a
)
l
o
g
r
i
=
 
(1-{J) logr2, 
(12') 
log (
1
-
a
)
 -
log (1-{J) +
 lo
g
P
-
a
l
o
g
r
1
 =
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logr1 =
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f
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14) 
(13 
要
素
価
格
均
等
化
理
論
（
木
村
）
多
数
財
・
多
数
要
素
、
八
解
の
一
意
性
に
つ
い
て
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
忌
）
と
0
言
代
入
し
て
(15)
w
=
 
l~a 
A
P叫
辿
1
1
4
E
1
B
P
~
つ
ぎ
に
仮
定
に
よ
っ
て
g八P
で
あ
る°
|
h
|
A
1
1
ーE
ー
B
1
—
R
1
ー
P
よ
り
R
鼎
ゃ
↓
A
鼎
B
こ
の
仮
定
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
R
A
P
と
い
う
こ
と
は
財
1
が
財
2
よ
り
も
資
本
集
約
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
る
W
の
下
で
の
両
産
業
の
最
適
資
本
・
労
働
比
率
は
、
1
1AP,;:
:
:-Jf,
r21
BP,;:
:
:-Jf
で
あ
り
、
資
本
集
約
的
で
あ
る
と
は
r
1
>
r
"
を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
に
は
A
>
B
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
A
>
B
は
a
八
P
の
ば
あ
い
に
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
U
0
)
+
(
9
)
よ
り
含
）
、
1
（
0
l
C
+
0
2
c
)
/
(
v
1
L
+
v
2
L
)
1
1
9
1
0
l
L
/
V
L
+
r
2
(
l
ー
01L!vL)
:. 
(16、)
r
2
A
r
ハ̂
r1
:. 
旦
BP,;:
:
:-Jf
八
rAAP7i:='B
つ
ぎ
に
(1)ー
（
2),
(7T呂
よ
り
p
1
1
を
求
め
よ
う
。
⑯
式
よ
り
0
l
L
=
V
L
(
r—
3
)
[（r
1
-
r
2
)
こ
の
式
と
⑨
式
よ
り
0
2
L
=
V
L
ー
0
1
L
=
V
L
(
Y
1
|
r
)
]（
r1
ー
r2)
こ
れ
か
ら
、
0lC11r1V1L
=
v
L
r
1
 (
r—、
2
)
]（r1—
r
2
)
9
0
2
c
=
V
L
Y
2
(
T
i
1
r
)
[
（r
1
—
r
2
)こ
れ
ら
0
l
L
,V2L, 
v1c, 
V2c
を
(
7
)ー
(
8
)
式
に
代
入
し
、
(
8
)
+
(
7
)
よ
り
U
S
)
X
2
/
X
1
1
1
(
r
1
1
r
)
r
2
1
1
P
]（
r
ー
r"）
r111a
さ
て
(1)
+（2
)
よ
り
忌
'
h
2
ぶ
1
1
1
p
(
1
1
r
)
]
T
忌
1
届
と
お
き
r
1
1
1
A
P
u
:
=
s
,
r211BPa-:::J/
を
代
入
し
て
整
理
す
る
と
r
か
く
し
て
(
1
1
T
)
A
l
1
a
+
r
B
1
1
P
 
(1
—
r)Al,aB+rB11fJA 
0
0
)
 
p-;
:
-:s =
 
A
r
1
1
P
1
A
 
ー
(
1
1
r
)
A
l
1
a
+
r
B
1
1
P
r
1
|
（
1,
＇r
)
A
l
1
a
B
+
r
B
1ー
PA.
B
r
1
1
念
A
(
1
-
r
)
A
1
|
a
+
r
B
1ー
p
(
1
|
r
)
A
l
-，a
B
+
r
B
1
1
f
J
A
 
2ヽ""
前
註
の
(16、
)
式
に
よ
り
世
界
の
要
素
賦
在
盤
比
率
グ
が
さ
と
r1
の
間
に
あ
る
す
な
わ
ち
r
2
A
r
ハr1
で
あ
る
か
ぎ
り
両
財
が
世
界
に
お
A
、
R
(
1
ー
r
)
A
lー
a
+
r
B
1
,
p
1
|
R
(
1
|
r
)
A
l
1
a
B
+
r
B
1
-
a
A
 
い
て
生
産
さ
れ
要
素
価
格
比
率
は
ケ
ー
ス
皿
に
お
い
て
さ
1
さ
L
!
w
c
=
・
 
1
1
|
・
 
B
r
と
な
る
。
要
素
の
均
衡
配
分
K
o
(
v
)
は
か
か
る
条
件
を
満
足
す
る
配
分
よ
り
な
っ
て
お
り
、
p
(
1
1
r
)
A
1
1
a
+
r
B
1
1
P
 
1ー
p
(
1
|
r
)
A
l
-
a
B
+
r
B
1
|
a
A
配
分
(0{l,
v121)
は
P2r
八
r(i)110cCil/vL(;)
八
p1r
(i111, 
2
)
,
 
v(l
十
0{21110
の
両
条
件
を
み
た
す
ば
あ
い
均
衡
配
分
Ko(v)
12
属
す
る。
生
産
函
数
が
国
に
よ
っ
て
異
な
る
ば
あ
い
に
つ
い
て
は
例
え
ば
天
野
〔
1
〕、
ソ
ソ
〔
12
〕
な
ど
が
あ
る
。
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